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波
津
の
沖
合
に
龍
宮
が
あ
る
。
浦
島

太
郎
が
、
ゆ
め
現
の
幻
の
歳
月
を
過
ご

し
た
龍
宮
で
あ
る
。
 

　
江
戸
時
代
後
期
の
文
政
三
年
（
一
八

二
〇
）
二
月
付
け
の
、「
続
風
土
記
附
録

御
再
調
尓
よ
り
書
上
帳
」
と
あ
る
波
津

浦
の
庄
屋
文
書
の
控
え
が
残
っ
て
い
る
。

（
刀
根
博
愛
氏
所
蔵
文
書
）
 

　
波
津
の
地
誌
を
書
い
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
波
津
沖
に
あ
る
三
箇
所
の

瀬
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
 

　
曰
く
、「
波
津
城
瀬
・
御
菜
瀬
・
籏
ケ

瀬
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
龍
宮
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
こ
の
中
で
も
っ
と
も
大
き

な
瀬
で
あ
る
波
津
城
瀬
で
あ
る
。
 

　
こ
の
文
書
に
は
、
波
津
城
瀬
の
こ
と

を
「
龍
宮
城
と
申
し
候
。
瀬
広
さ
方
一

里
、
沖
合
壱
里
に
之
有
。
此
所
旱
り
の

節
雨
乞
い
ご
祈
祷
の
霊
場
也
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
 

　
こ
の
書
上
を
も
と
に
福
岡
藩
士
加
藤

虞
山
が
、
廻
村
の
う
え
編
纂
し
た
の
が

『
筑
前
続
風
土
記
附
録
』
で
あ
る
。
 

　
こ
れ
に
は
、
波
津
城
瀬
を
「
此
浦
の

乾
（
北
西
の
こ
と
）
一
里
ば
か
り
洋
中

に
方
廿
町
餘
の
瀬
あ
り
。
龍
神
を
祭
り

て
波
津
城
宮
と
崇
む
。
大
波
津
の
海
濱

に
祭
場
あ
り
て
年
ご
と
に
正
月
廿
日
に

祭
り
を
な
す
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
 

　
龍
宮
と
い
う
の
は
、
冒
頭
に
書
い
た

よ
う
に
浦
島
太
郎
の
伝
説
で
名
高
い
の

だ
が
、
深
海
の
底
に
あ
っ
て
竜
神
が
棲

む
宮
殿
の
こ
と
で
あ
る
。
波
津
城
瀬
は

周
り
が
4
�
　
も
あ
る
環
礁
で
、
水
深

は
4
　
程
度
と
深
海
で
は
な
い
。
だ
が
、

こ
の
瀬
は
古
く
か
ら
波
津
の
漁
業
を
さ

さ
え
て
き
た
宝
庫
な
の
で
あ
る
。
 

　
す
で
に
高
齢
で
引
退
さ
れ
て
は
い
る

が
、
波
津
で
生
え
抜
き
の
漁
師
だ
っ
た

太
田
忠
義
さ
ん
を
訪
ね
た
。
 

　
以
下
、
太
田
さ
ん
の
話
で
あ
る
。
 

　
「
波
津
城
瀬
で
は
む
か
し
は
魚
が
面

白
い
よ
う
に
取
れ
た
。
だ
か
ら
、
こ
の

瀬
の
こ
と
を
波
津
の
漁
師
は
�
ど
う
ま

い
び
つ
�
と
言
っ
た
も
ん
だ
。
」
 

　
「
櫃
」
は
、
米
櫃
の
よ
う
な
蓋
の
あ

る
箱
の
こ
と
で
あ
る
が
「
ど
う
ま
い
」

と
は
、
た
ぶ
ん
金
銭
を
し
ま
う
胴
ま
き

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
お
そ

ら
く
、
波
津
城
瀬
は
波
津
の

人
に
と
っ
て
は
、
か
け
が
え

の
な
い
�
み
ん
な
の
食
い
扶

持
を
も
た
ら
す
大
き
な
櫃
�

で
あ
る
と
い
う
意
味
合
い
だ

ろ
う
。
 

　
方
一
里
と
は
、
4
　
　
平

方
の
こ
と
で
か
な
り
大
き
な

瀬
で
あ
る
。
こ
の
広
大
な
岩

礁
が
、
魚
に
と
っ
て
絶
好
の

漁
礁
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の

瀬
は
魚
の
宝
庫
で
あ
る
。
 

　
太
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ

こ
で
は
、
サ
ワ
ラ
や
ヤ
ズ
・
ア
ラ
カ
ブ
・

黒
鯛
な
ど
が
獲
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
 

　
し
か
し
一
方
で
、
こ
の
瀬
は
海
難
の

名
所
で
あ
る
。
沿
岸
航
行
し
か
で
き
な

か
っ
た
江
戸
時
代
、
こ
の
場
所
で
座
礁
・

難
破
し
た
船
は
数
知
れ
な
い
。
波
津
の

真
福
寺
の
過
去
帳
に
は
、
遭
難
で
亡
く

な
っ
た
多
く
の
水
夫
た
ち
の
霊
が
、
戒

名
と
し
て
名
を
留
め
て
い
る
。
 

　
波
津
城
瀬
の
竜
神
を
祀
っ
た
社
が
波

津
城
神
社
で
、
波
津
か
ら
鐘
崎
へ
の
海

岸
道
路
を
三
百
　
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
あ

る
。
 

　
石
祠
と
鳥
居
が
あ
る
だ
け
の
小
さ
な

社
だ
が
、
こ
こ

は
竜
神
が
鎮
座

す
る
波
津
城
瀬

の
遥
拝
所
で
も

あ
る
。
 

　
地
元
の
人
々

は
波
津
城
さ
ん

と
呼
ん
で
い

て
、
ひ
と
頃
ま

で
は
「
お
こ
も

り
」
も
あ
っ
て

い
た
。
い
ま
は

5
月
20
日
が
お

祭
で
あ
る
。
 

　
明
治
の
初
め

頃
ま
で
、
旱
魃
の
年
に
は
こ
の
波
津
城

宮
の
海
浜
で
、
神
伝
院
（
神
仏
混
淆
当

時
の
高
倉
宮
の
名
称
）
の
社
僧
に
よ
っ

て
「
袈
裟
流
し
」
と
称
す
る
雨
乞
い
祈

願
が
行
わ
れ
た
。
 

　
も
ち
ろ
ん
竜
神
へ
の
祈
　
で
あ
る
。
 

　
波
津
の
漁
業
は
、
い
ま
後
継
者
も
育

た
ず
不
振
が
つ
づ
い
て
い
る
。
第
一
次

産
業
の
荒
廃
は
、
亡
国
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
。
波
津
城
瀬
の
竜
神
に
功
徳
あ

ら
ば
、
い
ま
い
ち
ど
波
津
の
漁
業
が
蘇

る
よ
う
、
そ
の
霊
験
あ
ら
ん
こ
と
を
ひ

た
す
ら
に
祈
り
た
い
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
邦
一
 

龍
神
が
棲
む
波
津
成
瀬 

編
集
 

後
記
 

▼はじめまして！今年から岡垣町役場で働くことになりました、

竹森太陽(たけもりたかひろ)と申します。配属された課は地域づ

くり課で、なんと広報担当になりまして、これからは広報の毎

月10日号を作ることになりましたので、どうぞよろしくお願い

します。出身は遠賀町で、去年まで大学に通っていた22歳の爽

やかな独身です。お祭りやイベントが大好きな私にとって、希

望に胸がふくらむ課であり、その中でみなさんとふれあいなが

ら岡垣町のことを学習していこうと考えています。まだまだ慣

れないことばかりで頭がパンクしそうな毎日ですが、一刻も早

く一人前の職員になれるように気合を入れてがんばります！もし、

イベントなどで広報の取材をしている私を見かけたら、気軽に

声をかけてください！　　　　　　　　　　　　　　　　(竹森) 

 

▼少しでも読みやすい広報紙を目指して１年１０か月間がんば

ってきましたが、このたび人事異動で担当を変わることになり

ました。お世話になったみなさん、本当にありがとうございま

した。これからは、まつりや統計などを担当する商工観光係の

一員となりますが、今までと変わらず一生懸命に努力してがん

ばりたいと思います。みなさん本当にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三浦） 

▼山田小学校の入学式の取材で、新一年生の明るい笑顔を見る

ことができました。これから始まる小学校生活に希望がいっぱい！

という感じがとても伝わってきました。役場にも新人が入り、

竹森君が広報担当になりました。今の新鮮な気持ちを大切にし

てがんばってほしいものです。私自身も初心を忘れずにしてい

きたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　（村上） 

岡
垣
の
史
話
こ
ぼ
れ
ば
な
し（
2
） 

遙に瀬を望む波津城神社遙に瀬を望む波津城神社 遙に瀬を望む波津城神社 

ひ 
動 

と き 
の 

（３月末） 

人口……31,114（－124） 

世帯数…11,108（－18） 

まちの広さ……………48.51km
2

　　　そのうち134人は外国人 

女性…………　　16,401人（－59） 

男性…………　　14,713人（－65） 

 

 

出生…23人　　  死亡…19人 

転入…166人　　転出…294人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　３月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

2月 

5 12 1918

0 0 00

0 3 40

6 15 2426

今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

2月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数99件 
搬送人員94件 

出火件数　２件 
り災件数　０世帯 

救

急
 

火

災
 

遠賀郡消防本部 
　 293-3921
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題
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　そのうち46世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

卒業　岡垣東中学校 
　　　戸切小学校 
入学　山田小学校 
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岡垣東中学校 

戸切小学校 

山
田
小
学
校 
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海鳴り太鼓海鳴り太鼓 海鳴り太鼓 

岡垣ジョイフルの会岡垣ジョイフルの会 岡垣ジョイフルの会 

野間三区銭太鼓野間三区銭太鼓 野間三区銭太鼓 

【ＭＥＧＵＭＩ歌謡ショー】 

　ステージを降りてきて、観客と握

手をしながら、歌ってくれるなど心

温まる演出にみなさん大喜びでした。 

【ミニミニ動物園】 

　ヒヨコやウサギ、ポニーなどかわいい動物たち

がたくさんいて、子どもたちは抱き上げたり頭を

なでたりと日ごろなかなかできない動物とのふれ

あいを楽しんでいました。 

【記念品抽選会（ザサエ・トマト・宿泊および

食事割引券など）】 

　地元でとれた農産物や宿泊・食事割引券など、

豪華賞品が当たった記念品抽選会。とくにサザ

エが当たった人たちは大喜びでした。 
【猿まわし】 

　かわいいお猿さんの見事

な芸に観客たちは見入って

いました。 

【出店】 

　焼き鳥やポップコーン、そば

など、今年もたくさんの出店が

まつりを賑わしました。 

【餅まき】 

　まつりの恒例となった餅まき。

今年もたくさんの人たちがおいし

そうな餅を持って帰っていました。 

【藤堂ひでと歌謡ショー】【藤堂ひでと歌謡ショー】 

　藤堂ひでとさんの熱唱にみなさん　藤堂ひでとさんの熱唱にみなさん

酔いしれていました。酔いしれていました。 

【藤堂ひでと歌謡ショー】 

　藤堂ひでとさんの熱唱にみなさん

酔いしれていました。 

【ＭＡＸの風船パフォーマンス】【ＭＡＸの風船パフォーマンス】 

　見に来ていた子どもをステージに　見に来ていた子どもをステージに

あげるなど、観客を巻き込んだ楽しあげるなど、観客を巻き込んだ楽し

いパフォーマンスで会場が盛り上がいパフォーマンスで会場が盛り上が

り、子どもたちは間近で見ようとたり、子どもたちは間近で見ようとた

くさん集っていました。くさん集っていました。 

【ＭＡＸの風船パフォーマンス】 

　見に来ていた子どもをステージに

あげるなど、観客を巻き込んだ楽し

いパフォーマンスで会場が盛り上が

り、子どもたちは間近で見ようとた

くさん集っていました。 

【白倉ヒサオものまねショー】【白倉ヒサオものまねショー】 

　矢沢永吉や錦野あきらなど数十種　矢沢永吉や錦野あきらなど数十種

類におよぶものまねを披露してくれ類におよぶものまねを披露してくれ

ました。ました。 

【白倉ヒサオものまねショー】 

　矢沢永吉や錦野あきらなど数十種

類におよぶものまねを披露してくれ

ました。 

　春まつり実行委員会によって３月　春まつり実行委員会によって３月16日から４月６日まで行わ日から４月６日まで行わ

れた第５回春まつり。少し肌寒い日となった３月れた第５回春まつり。少し肌寒い日となった３月29日には、九日には、九

州成田山不動寺境内でイベントが行われ、集った約州成田山不動寺境内でイベントが行われ、集った約5,000人の観人の観

客たちはさまざまなもよおしに歓声をあげていました。客たちはさまざまなもよおしに歓声をあげていました。 

　大盛況だった第５回春まつりのハイライトシーンをご覧　大盛況だった第５回春まつりのハイライトシーンをご覧ください。ください。 

　春まつり実行委員会によって３月16日から４月６日まで行わ

れた第５回春まつり。少し肌寒い日となった３月29日には、九

州成田山不動寺境内でイベントが行われ、集った約5,000人の観

客たちはさまざまなもよおしに歓声をあげていました。 

　大盛況だった第５回春まつりのハイライトシーンをご覧ください。 

第5回 
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　まつりの恒例となった餅まき。

今年もたくさんの人たちがおいし

そうな餅を持って帰っていました。 

【藤堂ひでと歌謡ショー】【藤堂ひでと歌謡ショー】 

　藤堂ひでとさんの熱唱にみなさん　藤堂ひでとさんの熱唱にみなさん

酔いしれていました。酔いしれていました。 

【藤堂ひでと歌謡ショー】 

　藤堂ひでとさんの熱唱にみなさん

酔いしれていました。 

【ＭＡＸの風船パフォーマンス】【ＭＡＸの風船パフォーマンス】 
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　町制40周年を記念し、制作を進めていました岡垣町イメージソング「変わらない岡垣」が完成しました。こ

の歌は、“まっすぐに未来を見つめたまちづくり”を目指し、子どもから大人まで気軽に口ずさめ、みんなで

岡垣町を愛し、楽しく歌えるイメージソングとして作成しました。歌詞は公募により、幅広い年齢層の人の応

募作品の中から、岡垣町旭台在住の瀬戸信二郎さんの作品に決定し、また作曲および歌唱は、歌手の森山良子

さんに依頼し今回完成したものです。 

　今後は、地域や小中学校、公民館、岡垣サンリーアイなどに配付します。みんなで末永く歌い継いでいきま

しょう。 

覚えていますか　あの夏の午後　三里の浜で　うたた寝をした 

松林の風　やさしくゆれて　青く高い空に　夢を描いた 

 

波津の花火の　大輪見上げて　君と歩いた　夏の日の夜 

何もかもすべて輝いて見えた　今も忘れない　青い季節よ 

 

フルーツ街道　真っ直ぐ抜けて　矢矧の川越え　右へ曲がる 

チョコレート色の家があの頃の僕の　あの頃の僕の家 

作　詞：瀬戸信二郎 
作　曲：森山　良子 
 

変わらない岡垣 
 

変わらない岡垣レコーディング中の森山良子さん 

「変わらない岡垣」が完成しました 
　この作品のテーマは、40歳近くの１人の男性が、ふと過去を振り返ったときの想い出を、

素直な形で表現しました。夢いっぱいで、本当に全てが輝いて見えたあのころの自分、友

と行った海水浴の楽しかった記憶、学校の入学式で見た満開の桜の花など。大人になるの

が待ちどうしくて、希望に満ちあふれていた子どものころの想い出をノスタルジック（郷

愁を起こすよう）に表現しました。 

　詞の中には、なるべく多くの人に共感していただけるよう、岡垣町の自然や失いたくな

いものを取り入れました。私の書いた詞の一節が、この曲を歌う人の幼い頃の「想い出」

を呼び戻す手助けになることが出来れば幸いです。 

　最後に、「岡垣」を「ふるさと」と読んでくれる人が、今よりも、もっと増えてくれる

ことを心から祈っています。いつまでも｢変わらない岡垣｣でありつづけますように…。 

森山良子さんと対面する瀬戸信二郎さん 

作詞者｢瀬戸信二郎さん｣のコメント 

「変わらない岡垣｣のＣＤを抽選でプレゼント 

楽譜
 

歌詞
 

♪町制40周年記念　岡垣町イメージソング♪ 

ふ る さ と  

ふるさと 

ふるさと 

変わらない岡垣 
 作　詞：瀬戸信二郎 

作　曲：森山　良子 
 

ふるさと 

ふるさと 

ふるさと 

やはぎ 

さんり 

まぶ あお 

さんり 

は　つ ほこ 

おかじょう たかくら 

と　き 

ふるさと ふるさと 

ふるさと 

　日本ジャズ界のパイオニア森山久氏の長女。学生時代からその歌の

巧さには定評があり、60年代はカレッジフォークシーンで活躍する。

そして67年にレコードデビューを果たし、69年の｢禁じられた恋｣がミ

リオンセラーを記録する大ヒットに。以後、ポップス・ジャズ・シャ

ンソン・フォークソングと、幅広いジャンルの楽曲を取り上げてきた。 

デビュー以来、しっとりとして透明感のある歌声で、名実ともに日本

のトップシンガーとなる。98年には長野オリンピックの開会式テーマ

ソングを担当し、昨年は、日本レコード大賞で、｢さとうきび畑｣で最

優秀歌唱賞、｢涙そうそう｣で作詞賞に輝き、また、現在オンエア中の

テレビコマーシャル｢ハウスこくまろカレーのイメージソング｣やドラ

マ出演など、幅広く精力的な活動を繰り広げている。 

　平成12年には、岡垣サンリーアイで「森山良子と2000人のコンサート」

を開催している。 

森山　良子　(東京都出身)

なだ 

問い合わせ　企画政策室企画係へ 

　「変わらない岡垣」のＣＤを抽選で、400人のみなさんに無料でプレゼントします。 

応募要件は、１世帯１枚、岡垣町役場にＣＤを受け取りに来ていただける人とします。

希望者は、官製往復ハガキに、①住所②氏名③電話番号④返信用表面にも応募者の

郵便番号、住所、氏名を記入の上、〒811-4233岡垣町野間697-1岡垣町役場企画政

策室「変わらない岡垣係」までお申し込みください。応募締切は、5月23日(必着)です。

当選者には引換券を送付しますので、岡垣町役場でＣＤと引き換えてください。 

覚えていますか　あの春の日を　三里の浜を　君と見つめた 

水平線が　眩しくゆれて　蒼く深い海に　心浮かべた 

 

校庭の桜　咲き誇る下で　まっすぐに見つめた　未来への道 

何もかもすべて輝いて見えた　今も忘れない　青い季節よ 

 

ゆうれい坂から　岡城過ぎて　高倉ビワの木見える丘の 

積み木みたいな家があの頃の君の　あの頃の君の家 

 

時代は変わる町も人も　流れ行く季節の中 

だけどいつもこのこころに　変わらない岡垣　 

変わらない岡垣　変わらない岡垣 
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①平成15年度歳入予算  76億8,400万円 

町税 
23億3,900万円　30.4％ 

繰入金 
4億8,000万円　6.3％ 

諸収入 
8,700万円　1.1％ 

繰越金 
１億5,000万円　2.0％ 

その他の自主財源　1億9,900万円　2.6％  
　使用料・手数料　1億2,300万円　1.6％  
　分担金・負担金　7,200万円　0.9％  
　財産収入　400万円　0.1％ 

地方交付税 
23億6,600万円　30.8％ 

町債 
７億3,900万円　9.6％ 

国庫支出金 
5億4,000万円　7.0％ 

県支出金 
3億2,200万円　4.2％ 

地方消費税交付金 
1億8,000万円　 2.3％ 

地方特例交付金 
7,900万円　1.0％ 

その他の依存財源　2億300万円　2.7  
　地方譲与税　9,600万円　 1.3％  
　自動車取得税交付金　6,800万円　0.9％  
　利子割交付金　2,300万円　0.3％  
　国有提供施設交付金　950万円　0.1％  
　交通安全交付金　650万円　 0.1％ 

　 自主財源
合

計
　
32億
5
,5
0
0
万
円
　
42.4％

　
　　　　　依存財

源合
計

　
44
億
2,
90
0
万
円
　
57
.6
％

教育費 
6億4,800万円　8.4％ 

総務費 
16億3,800万円　21.4％ 

民生費 
18億1,200万円　23.6％ 

土木費 
12億9,800万円　16.9％ 

公債費 
6億2,500万円　8.1％ 

衛生費 
6億6,300万円　8.6％ 

消防費 
3億9,100万円　5.1％ 

農林水産業費 
2億9,200万円　3.8％ その他　3億1,700万円　4.1％  

　議会費　1億3,700万円　1.8％  
　商工費　8,400万円　1.1％ 
　労働費　8,300万円　1.1％ 
　災害復旧費　100万円　0.0％  
　予備費　1,200万円　0.1％  
 

合　計  
76億8,400万円 
100.0％ 

合     計 
76億8,400万円 
100.0％ 

②平成15年度歳出予算　76億8,400万円 

歳入  

歳出    
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度
に
着
工
し
た
町

営
住
宅
建
設
に
充
て
る
住
宅
債
８
、
６

４
０
万
円
を
含
む
「
町
債
」
を
１
億
３
、

９
０
０
万
円
予
定
し
て
い
ま
す
。 

  

　
ま
ち
づ
く
り
に
投
資
さ
れ
る
支
出
の

予
算
は
グ
ラ
フ
②
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
最
も
多
く
の
割
合
を
占
め
る
の

は「
民
生
費
」で
、
歳
出
全
体
の
２
３
・

６
　
に
な
り
ま
す
。
い
こ
い
の
里
運
営

費
や
介
護
保
険
に
関
す
る
予
算
、
障
害

者
支
援
費
事
業
な
ど
高
齢
者
や
障
害
者
、

保
育
所
な
ど
福
祉
行
政
全
般
の
予
算
を

組
ん
で
い
ま
す
。 

　
次
に
高
い
構
成
比
率
を
占
め
る
「
総

務
費
」で
は
、平
成
16
年
４
月
オ
ー
プ
ン

予
定
の（
仮
称
）駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー
建

設
の
予
算
や
住
居
表
示
に
関
す
る
予
算
、

庁
舎
施
設
整
備
、
電
算
開
発
、
岡
垣
サ

ン
リ
ー
ア
イ
施
設
管
理
運
営
費
、
国
際

交
流
事
業
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
予
算

を
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た「
土
木
費
」で

は
町
営
住
宅
の
建
設
を
始
め
生
活
道
路

や
街
路
、
河
川
な
ど
の
整
備
を
行
う
予

算
を
組
ん
で
い
ま
す
。 

　「
教
育
費
」で
は
小
中
学
校
施
設
の
整

備
、
公
民
館
運
営
費
、
社
会
体
育
施
設

の
整
備
な
ど
の
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
に
も
限
ら
れ
た
財
源
を
最

大
限
に
有
効
か
つ
効
率
的
に
活
か
す
た

め
、
多
く
の
事
業
を
予
算
に
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
。 

  

平
成
15
年
度
の
町
の
予
算
が
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
、
５
つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
予
算
総
額
は
お
よ
そ

１
７
２
億
５
、７
０
０
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
よ
り
２
・
９
　
、
金
額
に
し

て
５
億
１
、９
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
今
年
度
の

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
76
億
８
、４
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度

よ
り
１
・
３
　
、
金
額
に
し
て
１
億
１
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
長
引
く
経
済
不
況
の
影
響
に
よ
り
主
要
な
財
源
で
あ
る
町
税
、
地
方
交

付
税
が
大
幅
に
減
少
す
る
中
、
町
は
限
ら
れ
た
財
源
で
ま
ち
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
計
画
的
に
進
め
て
い
く
の
か
、
一
般
会
計
予
算
の
概
要
と
主
な

事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

収
入
　
76
億
８
、４
０
０
万
円 

支
出
　
76
億
８
、４
０
０
万
円 

当
初
予
算 

 

平
成
十
五
年
度 

 

平成15年度当初予算 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー 

セ
ン
ト 

パ
ー 

セ
ン
ト 

パ
ー 

セ
ン
ト 

パ
ー 

セ
ン
ト 

パ
ー 

セ
ン
ト 



広報おかがき　平成15年4月25日号 広報おかがき　平成15年4月25日号 

①平成15年度歳入予算  76億8,400万円 

町税 
23億3,900万円　30.4％ 

繰入金 
4億8,000万円　6.3％ 

諸収入 
8,700万円　1.1％ 

繰越金 
１億5,000万円　2.0％ 

その他の自主財源　1億9,900万円　2.6％  
　使用料・手数料　1億2,300万円　1.6％  
　分担金・負担金　7,200万円　0.9％  
　財産収入　400万円　0.1％ 

地方交付税 
23億6,600万円　30.8％ 

町債 
７億3,900万円　9.6％ 

国庫支出金 
5億4,000万円　7.0％ 

県支出金 
3億2,200万円　4.2％ 

地方消費税交付金 
1億8,000万円　 2.3％ 

地方特例交付金 
7,900万円　1.0％ 

その他の依存財源　2億300万円　2.7  
　地方譲与税　9,600万円　 1.3％  
　自動車取得税交付金　6,800万円　0.9％  
　利子割交付金　2,300万円　0.3％  
　国有提供施設交付金　950万円　0.1％  
　交通安全交付金　650万円　 0.1％ 

　 自主財源
合

計
　
32億
5
,5
0
0
万
円
　
42.4％

　
　　　　　依存財

源合
計

　
44
億
2,
90
0
万
円
　
57
.6
％

教育費 
6億4,800万円　8.4％ 

総務費 
16億3,800万円　21.4％ 

民生費 
18億1,200万円　23.6％ 

土木費 
12億9,800万円　16.9％ 

公債費 
6億2,500万円　8.1％ 

衛生費 
6億6,300万円　8.6％ 

消防費 
3億9,100万円　5.1％ 

農林水産業費 
2億9,200万円　3.8％ その他　3億1,700万円　4.1％  

　議会費　1億3,700万円　1.8％  
　商工費　8,400万円　1.1％ 
　労働費　8,300万円　1.1％ 
　災害復旧費　100万円　0.0％  
　予備費　1,200万円　0.1％  
 

合　計  
76億8,400万円 
100.0％ 

合     計 
76億8,400万円 
100.0％ 

②平成15年度歳出予算　76億8,400万円 

歳入  

歳出    

　
町
の
収
入
は
グ
ラ
フ
①
の
よ
う
に
町

税
や
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
の
町
が
自

ら
確
保
で
き
る
自
主
財
源
と
地
方
交
付

税
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
、
町
債
（
借

入
金
）
な
ど
ほ
か
か
ら
の
収
入
に
よ
る

依
存
財
源
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
15
年
度
の
自
主
財
源
は
収
入
全

体
の
４
２
・
４
　
で
32
億
５
、５
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
最
も

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
は
、
町

民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
町
税
で
23

億
３
、
９
０
０
万
円
、
前
年
度
に
比
べ

て
５
　
、
１
億
２
、
４
０
０
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
使
用
料
・

手
数
料
１
億
２
、３
０
０
万
円
、
分
担
金
・

負
担
金
７
、
２
０
０
万
円
、
こ
の
ほ
か

に
基
金
か
ら
の
「
繰
入
金
」
を
４
億
８
、

０
０
０
万
円
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
依
存
財
源
は
収
入
全
体
の
５

７
・
６
　
で
44
億
２
、
９
０
０
万
円
、

そ
の
中
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
る
の
は
、
所
得
税
、
法
人
税
な
ど
の

国
税
の
一
部
を
市
町
村
へ
交
付
す
る
地

方
交
付
税
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
０
・

５
　
、
２
億
７
、
９
０
０
万
円
の
減
額

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
長
引
く
景
気

の
低
迷
な
ど
に
よ
り
国
の
財
政
状
況
が

厳
し
い
た
め
、
岡
垣
町
に
交
付
さ
れ
る

額
も
大
幅
に
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
財

源
不
足
を
補
う
た
め「
臨
時
財
政
対
策
債
」

の
借
り
入
れ
を
６
億
円
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
前
年
度
に
着
工
し
た
町

営
住
宅
建
設
に
充
て
る
住
宅
債
８
、
６

４
０
万
円
を
含
む
「
町
債
」
を
１
億
３
、

９
０
０
万
円
予
定
し
て
い
ま
す
。 

  

　
ま
ち
づ
く
り
に
投
資
さ
れ
る
支
出
の

予
算
は
グ
ラ
フ
②
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
最
も
多
く
の
割
合
を
占
め
る
の

は「
民
生
費
」で
、
歳
出
全
体
の
２
３
・

６
　
に
な
り
ま
す
。
い
こ
い
の
里
運
営

費
や
介
護
保
険
に
関
す
る
予
算
、
障
害

者
支
援
費
事
業
な
ど
高
齢
者
や
障
害
者
、

保
育
所
な
ど
福
祉
行
政
全
般
の
予
算
を

組
ん
で
い
ま
す
。 

　
次
に
高
い
構
成
比
率
を
占
め
る
「
総

務
費
」で
は
、平
成
16
年
４
月
オ
ー
プ
ン

予
定
の（
仮
称
）駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー
建

設
の
予
算
や
住
居
表
示
に
関
す
る
予
算
、

庁
舎
施
設
整
備
、
電
算
開
発
、
岡
垣
サ

ン
リ
ー
ア
イ
施
設
管
理
運
営
費
、
国
際

交
流
事
業
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
予
算

を
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た「
土
木
費
」で

は
町
営
住
宅
の
建
設
を
始
め
生
活
道
路

や
街
路
、
河
川
な
ど
の
整
備
を
行
う
予

算
を
組
ん
で
い
ま
す
。 

　「
教
育
費
」で
は
小
中
学
校
施
設
の
整

備
、
公
民
館
運
営
費
、
社
会
体
育
施
設

の
整
備
な
ど
の
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
に
も
限
ら
れ
た
財
源
を
最

大
限
に
有
効
か
つ
効
率
的
に
活
か
す
た

め
、
多
く
の
事
業
を
予
算
に
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
。 

  

平
成
15
年
度
の
町
の
予
算
が
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
、
５
つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
予
算
総
額
は
お
よ
そ

１
７
２
億
５
、７
０
０
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
よ
り
２
・
９
　
、
金
額
に
し

て
５
億
１
、９
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
今
年
度
の

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
76
億
８
、４
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度

よ
り
１
・
３
　
、
金
額
に
し
て
１
億
１
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
長
引
く
経
済
不
況
の
影
響
に
よ
り
主
要
な
財
源
で
あ
る
町
税
、
地
方
交

付
税
が
大
幅
に
減
少
す
る
中
、
町
は
限
ら
れ
た
財
源
で
ま
ち
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
計
画
的
に
進
め
て
い
く
の
か
、
一
般
会
計
予
算
の
概
要
と
主
な

事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

収
入
　
76
億
８
、４
０
０
万
円 

支
出
　
76
億
８
、４
０
０
万
円 

当
初
予
算 

 

平
成
十
五
年
度 

 

平成15年度当初予算 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
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ン
ト
 

パ
ー 

セ
ン
ト 
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ー 

セ
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ト 

パ
ー 

セ
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ト 

パ
ー 

セ
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ト 

パ
ー 

セ
ン
ト 



広報おかがき　平成15年4月25日号 広報おかがき　平成15年4月25日号 

平成15年度当初予算 

●
総
務
費 

◎
映
像
広
報
作
成
・
放
映 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
１
３
万
円 

◎
Ｉ
Ｓ
Ｏ
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
認
証
取
得
業
務 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
９
０
万
円 

◎
庁
舎
施
設
関
連
工
事
（
書
庫
設
置
工
事
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、２
０
０
万
円 

◎
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
施
設
管
理
運
営
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
億
８
、７
６
９
万
円 

◎
電
算
シ
ス
テ
ム
開
発
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
０
５
万
円 

◎
電
算
関
連
備
品
購
入 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、３
７
７
万
円 

◎
住
居
表
示
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、４
４
６
万
円 

◎
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、０
８
７
万
円 

◎
県
知
事
・
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
４
１
万
円 

◎
男
女
共
同
参
画
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
８
４
万
円 

◎
公
共
交
通
体
系
整
備
計
画
策
定
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、０
４
９
万
円 

◎
平
和
の
町
宣
言
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
２
７
万
円 

◎
駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
４
、５
４
１
万
円 

◎
道
の
駅
整
備
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
８
４
万
円 

●
農
林
水
産
費 

◎
た
め
池
整
備
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
、２
５
７
万
円 

◎
農
業
用
水
路
整
備
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
、４
４
６
万
円 

◎
漁
場
調
査
委
託
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
４
０
万
円 

●
商
工
費 

◎
商
工
業
振
興
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、５
７
６
万
円 

◎
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
（
ま
つ
り
岡
垣
・
夏
ま
つ 

　
り
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、６
６
０
万
円 

●
土
木
費 

◎
町
道
維
持
・
改
良
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
３
、３
２
９
万
円 

◎
町
営
住
宅
建
設
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
９
、５
５
７
万
円 

●
消
防
費 

◎
消
防
施
設
整
備
工
事
（
防
火
水
槽
設
置
工
事
な 

　
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、０
０
８
万
円 

◎
消
防
備
品
購
入
（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、６
０
０
万
円 

●
教
育
費 

◎
小
学
校
施
設
整
備
工
事
（
内
浦
小
コ
ン
ピ
ュ
ー 

　
タ
教
室
設
置
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
、７
８
０
万
円 

◎
中
学
校
施
設
整
備
工
事
（
岡
垣
中
体
育
館
暗
幕 

　
取
替
工
事
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
６
５
万
円 

■各会計予算総括表■ 

新
た
に
始
ま
る
主
な
事
業 

会　計　名 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 増減率 

一 般 会 計  76億8,400万円 77億8,500万円 △1億100万円 △ 1.3

特

別

会

計

 

国民健康保険事業 26億5,500万円 23億6,600万円 3億2,900万円 12.2

老人保健事業 37億2,200万円 39億5,300万円 △2億3,100万円 △ 5.8

住宅新築資金等 
貸付事業 400万円 400万円 0 0.0

公共下水道事業 18億1,500万円 14億5,800万円 3億5,700万円 24.5

農業及び漁業集 
落排水事業 5億7,900万円 4億8,500万円 9,400万円 19.4

水道事業会計 7億9,800万円 7億2,700万円 7,100万円 9.8

合　　　計 172億5,700万円 167億7,800万円 5億1,900万円 2.9

今
年
度
の
主
な
事
業 

■
路
線
バ
ス
運
行
業
務
委
託 

　
　
路
線
バ
ス
の
一
部
路
線
廃
止
に
伴
い
、
運
行
業
務
の 

　
民
間
委
託
を
行
う
こ
と
で
遠
距
離
通
学
児
童
な
ど
通
勤 

　
通
学
者
の
交
通
手
段
を
確
保
し
ま
す
。 

 

■
老
人
憩
の
家
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
対
策
事
業 

　
　
各
老
人
憩
の
家
の
風
呂
に
つ
い
て
、 

　
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
対
策
を
講
じ
利
用
者 

　
の
安
全
性
に
努
め
ま
す
。 

 

■
児
童
自
然
体
験
学
習
事
業 

　
　
自
然
や
環
境
に
関
心
が
持
て
る 

　
よ
う
小
学
校
５
年
生
（
６
ク
ラ
ス 

　
程
度
）
を
対
象
に
身
近
な
川
で
水 

　
辺
の
生
物
や
人
々
の
生
活
と
川
の 

　
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
の
体
験
学 

　
習
を
行
い
ま
す
。 

 

■
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業 

　
　
小
中
学
生
を
対
象
に
音
楽
鑑
賞
な
ど
を
実
施
し
、
音 

　
楽
・
芸
術
活
動
を
通
じ
た
情
操
教
育
を
行
い
ま
す
。
今 

　
年
度
は
中
学
２
・
３
年
生
を
対
象
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑 

　
賞
を
行
う
予
定
で
す
。 

 

■
岡
垣
っ
子
育
成
支
援
事
業 

　
　
団
体
、
企
業
、
地
域
が
実
施
す
る
子
育
て
支
援
活
動 

　
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

  

そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業 

◎
国
際
交
流
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
、１
９
０
万
円 

●
民
生
費 

◎
い
こ
い
の
里
施
設
管
理
運
営
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
、３
１
１
万
円 

◎
老
人
憩
の
家
改
修
工
事 

　
（
若
潮
荘
身
障
ト
イ
レ
設
置
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
６
７
万
円 

◎
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
、４
９
０
万
円 

◎
知
的
障
害
者
施
設
訓
練
等
支
援
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
４
、９
８
１
万
円 

◎
身
体
障
害
者
施
設
訓
練
等
支
援
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
、９
８
６
万
円 

◎
介
護
保
険
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
億
６
、８
０
０
万
円 

◎
健
康
・
福
祉
ま
つ
り 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
７
７
万
円 

●
衛
生
費 

◎
健
康
対
策
事
業
（
基
本
健
康
審
査
・
胃
が
ん
、 

　
子
宮
が
ん
検
診
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
、５
２
５
万
円 

◎
感
染
症
予
防
対
策
事
業 

（
三
種
混
合
な
ど
の
予
防
接
種
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ 

　
ル
ス
検
査
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
、８
４
９
万
円 

●
労
働
費 

◎
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
、７
１
９
万
円 

◎
緊
急
地
域
雇
用
特
別
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、５
８
２
万
円 

◎
公
民
館
運
営
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
、６
１
７
万
円 

◎
体
育
施
設
整
備
工
事
（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設 

　
工
事
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
、０
８
６
万
円 

◎
夢
の
体
験
塾
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
０
０
万
円 

● 

広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金 

◎
事
務
所
費
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
、６
８
８
万
円 

◎
老
人
福
祉
施
設
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、１
１
７
万
円 

◎
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
４
４
万
円 

◎
火
葬
施
設
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、２
１
４
万
円 

◎
ご
み
処
理
施
設
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
億
４
、４
９
７
万
円 

◎
し
尿
処
理
施
設
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
４
、５
８
１
万
円 

◎
農
業
共
済
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
６
１
万
円 

◎
消
防
施
設
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
億
２
、８
９
０
万
円 

用語解説 
●地方交付税 

　　地方公共団体が、一定の行政サービスができるように所得税など国税の一部を配分するもの。 

●臨時財政対策債 

　　地方交付税の減額分を補うための借入金で、その償還に要する経費は全額地方交付税で補てん 

　される仕組みになっています。 

●地方債 

　　大型建設事業などを行うための借入金で、起債とも言われます。 



広報おかがき　平成15年4月25日号 広報おかがき　平成15年4月25日号 

平成15年度当初予算 

●
総
務
費 

◎
映
像
広
報
作
成
・
放
映 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
１
３
万
円 

◎
Ｉ
Ｓ
Ｏ
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
認
証
取
得
業
務 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
９
０
万
円 

◎
庁
舎
施
設
関
連
工
事
（
書
庫
設
置
工
事
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、２
０
０
万
円 

◎
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
施
設
管
理
運
営
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
億
８
、７
６
９
万
円 

◎
電
算
シ
ス
テ
ム
開
発
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
０
５
万
円 

◎
電
算
関
連
備
品
購
入 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、３
７
７
万
円 

◎
住
居
表
示
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、４
４
６
万
円 

◎
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、０
８
７
万
円 

◎
県
知
事
・
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
４
１
万
円 

◎
男
女
共
同
参
画
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
８
４
万
円 

◎
公
共
交
通
体
系
整
備
計
画
策
定
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、０
４
９
万
円 

◎
平
和
の
町
宣
言
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
２
７
万
円 

◎
駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
４
、５
４
１
万
円 

◎
道
の
駅
整
備
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
８
４
万
円 

●
農
林
水
産
費 

◎
た
め
池
整
備
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
、２
５
７
万
円 

◎
農
業
用
水
路
整
備
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
、４
４
６
万
円 

◎
漁
場
調
査
委
託
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
４
０
万
円 

●
商
工
費 

◎
商
工
業
振
興
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、５
７
６
万
円 

◎
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
（
ま
つ
り
岡
垣
・
夏
ま
つ 

　
り
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、６
６
０
万
円 

●
土
木
費 

◎
町
道
維
持
・
改
良
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
３
、３
２
９
万
円 

◎
町
営
住
宅
建
設
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
９
、５
５
７
万
円 

●
消
防
費 

◎
消
防
施
設
整
備
工
事
（
防
火
水
槽
設
置
工
事
な 

　
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、０
０
８
万
円 

◎
消
防
備
品
購
入
（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、６
０
０
万
円 

●
教
育
費 

◎
小
学
校
施
設
整
備
工
事
（
内
浦
小
コ
ン
ピ
ュ
ー 

　
タ
教
室
設
置
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
、７
８
０
万
円 

◎
中
学
校
施
設
整
備
工
事
（
岡
垣
中
体
育
館
暗
幕 

　
取
替
工
事
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
６
５
万
円 

■各会計予算総括表■ 

新
た
に
始
ま
る
主
な
事
業 

会　計　名 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 増減率 

一 般 会 計  76億8,400万円 77億8,500万円 △1億100万円 △ 1.3

特

別

会

計

 

国民健康保険事業 26億5,500万円 23億6,600万円 3億2,900万円 12.2

老人保健事業 37億2,200万円 39億5,300万円 △2億3,100万円 △ 5.8

住宅新築資金等 
貸付事業 400万円 400万円 0 0.0

公共下水道事業 18億1,500万円 14億5,800万円 3億5,700万円 24.5

農業及び漁業集 
落排水事業 5億7,900万円 4億8,500万円 9,400万円 19.4

水道事業会計 7億9,800万円 7億2,700万円 7,100万円 9.8

合　　　計 172億5,700万円 167億7,800万円 5億1,900万円 2.9

今
年
度
の
主
な
事
業 

■
路
線
バ
ス
運
行
業
務
委
託 

　
　
路
線
バ
ス
の
一
部
路
線
廃
止
に
伴
い
、
運
行
業
務
の 

　
民
間
委
託
を
行
う
こ
と
で
遠
距
離
通
学
児
童
な
ど
通
勤 

　
通
学
者
の
交
通
手
段
を
確
保
し
ま
す
。 

 

■
老
人
憩
の
家
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
対
策
事
業 

　
　
各
老
人
憩
の
家
の
風
呂
に
つ
い
て
、 

　
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
対
策
を
講
じ
利
用
者 

　
の
安
全
性
に
努
め
ま
す
。 

 

■
児
童
自
然
体
験
学
習
事
業 

　
　
自
然
や
環
境
に
関
心
が
持
て
る 

　
よ
う
小
学
校
５
年
生
（
６
ク
ラ
ス 

　
程
度
）
を
対
象
に
身
近
な
川
で
水 

　
辺
の
生
物
や
人
々
の
生
活
と
川
の 

　
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
の
体
験
学 

　
習
を
行
い
ま
す
。 

 

■
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業 

　
　
小
中
学
生
を
対
象
に
音
楽
鑑
賞
な
ど
を
実
施
し
、
音 

　
楽
・
芸
術
活
動
を
通
じ
た
情
操
教
育
を
行
い
ま
す
。
今 

　
年
度
は
中
学
２
・
３
年
生
を
対
象
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑 

　
賞
を
行
う
予
定
で
す
。 

 

■
岡
垣
っ
子
育
成
支
援
事
業 

　
　
団
体
、
企
業
、
地
域
が
実
施
す
る
子
育
て
支
援
活
動 

　
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

  

そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業 

◎
国
際
交
流
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
、１
９
０
万
円 

●
民
生
費 

◎
い
こ
い
の
里
施
設
管
理
運
営
費 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
、３
１
１
万
円 

◎
老
人
憩
の
家
改
修
工
事 

　
（
若
潮
荘
身
障
ト
イ
レ
設
置
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
６
７
万
円 

◎
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
、４
９
０
万
円 

◎
知
的
障
害
者
施
設
訓
練
等
支
援
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
４
、９
８
１
万
円 

◎
身
体
障
害
者
施
設
訓
練
等
支
援
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
、９
８
６
万
円 

◎
介
護
保
険
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
億
６
、８
０
０
万
円 

◎
健
康
・
福
祉
ま
つ
り 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
７
７
万
円 

●
衛
生
費 

◎
健
康
対
策
事
業
（
基
本
健
康
審
査
・
胃
が
ん
、 

　
子
宮
が
ん
検
診
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
、５
２
５
万
円 

◎
感
染
症
予
防
対
策
事
業 

（
三
種
混
合
な
ど
の
予
防
接
種
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ 

　
ル
ス
検
査
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
、８
４
９
万
円 

●
労
働
費 

◎
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
、７
１
９
万
円 

◎
緊
急
地
域
雇
用
特
別
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、５
８
２
万
円 

◎
公
民
館
運
営
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
、６
１
７
万
円 

◎
体
育
施
設
整
備
工
事
（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設 

　
工
事
な
ど
） 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
、０
８
６
万
円 

◎
夢
の
体
験
塾
事
業 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
０
０
万
円 

● 

広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金 

◎
事
務
所
費
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
、６
８
８
万
円 

◎
老
人
福
祉
施
設
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、１
１
７
万
円 

◎
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
４
４
万
円 

◎
火
葬
施
設
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、２
１
４
万
円 

◎
ご
み
処
理
施
設
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
億
４
、４
９
７
万
円 

◎
し
尿
処
理
施
設
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
４
、５
８
１
万
円 

◎
農
業
共
済
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
６
１
万
円 

◎
消
防
施
設
負
担
金 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
億
２
、８
９
０
万
円 

用語解説 
●地方交付税 

　　地方公共団体が、一定の行政サービスができるように所得税など国税の一部を配分するもの。 

●臨時財政対策債 

　　地方交付税の減額分を補うための借入金で、その償還に要する経費は全額地方交付税で補てん 

　される仕組みになっています。 

●地方債 

　　大型建設事業などを行うための借入金で、起債とも言われます。 
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報
プ
ラ
ザ
人
の
駅｣

 

　『
広
報
お
か
が
き
』
12
月
25
日
号
で
募
集
し
て
い
ま
し
た
、（
仮
称
）岡

垣
町
駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
が
、「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」
に
決
定

し
ま
し
た
。
 

　
3
月
26
日
に
愛
称
選
考
委
員
会
（
町
関
係
者
･
住
民
代
表
の
13
人
）

が
開
か
れ
、
三
百
十
二
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
親
し
み
や
す
い
、
に
ぎ

わ
い
（
交
流
･
ふ
れ
あ
い
）
、
情
報
化
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
な
ど
を
評
価

し
て
愛
称
選
考
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
み
な
さ
ん
か
ら
多
数
の
ご
応
募
を
い
 

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。
 

◆
愛
称
の
由
来
 

　「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」で
、人
々

が
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
し
い
町
が
で
き
て
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
の
第
一
歩
と
な
る

と
思
い
ま
す
。人
々
の
集
ま
る
場
所
、

人
々
が
学
び
集
う
場
所
、
そ
し
て

人
々
の
活
動
を
手
助
け
す
る
場

所
と
し
て
、
ま
た
岡
垣
町
の
情
報

発
信
や
交
流
の
中
心
と
な
る
駅

と
し
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の

中
心
施
設
と
な
る
よ
う
に
名
称

を
付
け
ま
し
た
。 

　
2
月
24
日
戸
切
小
学
校
で
、
猪

熊
小
学
校
（
水
巻
町
）
と
通
信
回

線
を
結
ん
だ
遠
隔
授
業
（
公
開
研

究
授
業
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
戸
切
小
学
校
は
、
「
次
世
代
型

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
未
来
型
教
育
研

究
開
発
事
業
（
学
校
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
�
）
」
事
業
の
委
嘱
校
で
、

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
児
童
た
ち
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ

テ
ラ
シ
ー
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関

す
る
知
識
や
そ
れ
を
活
用
す
る
能

力
）
の
向
上
と
表
現
力
育
成
の
研
究

･
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、

そ
の
取
り
 

組
み
の
ひ
 

と
つ
と
し
 

て
遠
隔
授
 

業
が
実
施
 

さ
れ
ま
し
 

た
。
 

　
こ
れ
は
、
 

平
成
15
年
 

度
中
に
整
 

備
さ
れ
る
 

「
情
報
プ
 

ラ
ザ
人
の
 

駅
」
お
よ
 

び
地
域
イ
 

ン
ト
ラ
ネ
 

ッ
ト
の
具
 

体
的
な
活
 

用
に
向
け
 

た
第
一
歩
 

と
い
え
ま
 

す
。
今
回
 

の
授
業
は
、
テ
レ
ビ
電
話
会
議
シ

ス
テ
ム
を
使
っ
て
撮
影
し
た
映
像

や
音
声
を
、
通
信
回
線
を

使
い
小
学
校
双
方
向
で
送

受
信
し
、
受
信
し
た
映
像

を
大
画
面
に
映
し
な
が
ら

交
流
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

紹
介
す
る
内
容
は
、
戸
切

小
学
校
の
こ
と
、
町
の
自

然
や
文
化
の
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
事
前
に
児
童
た

ち
が
学
習
し
て
、
図
を
交

え
な
が
ら
猪
熊
小
学
校
の

児
童
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。
 

　
先
生
も
児
童
も
初
め
て

の
体
験
で
最
初
は
緊
張
気

味
で
し
た
が
、
慣
れ
る
に

し
た
が
っ
て
円
滑
な
授
業

の
進
行
と
児
童
た
ち
の
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
岡
垣
町
は
、「
情

報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」
と
地

域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
整

備
に
よ
っ
て
、
町
内
の
全
小

･
中
学
校
で
、
こ
の
遠
隔
授
業
が
、

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

垣
町
駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
は｢

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅｣

に
決
ま
り
ま
し
た
!!
 

岡 岡 
今
回
は
、
愛
称
の
決
定
と
学
校
で
の
情
報
セ
ン
タ
ー
の
利
用
な
ど
を
、
実
際
に
行
わ
れ
て 

い
る
授
業
な
ど
を
例
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

各
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
） 

　
 

○
最
優
秀
賞（
1
名
） 

　
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
 

　
　
井
上

和
子（
茅
原
区
） 

○
優
秀
賞（
2
名
） 

　
ネ
ッ
ト
ピ
ア
お
か
が
き
 

　
　
福
島

孝
子（
吉
木
区
） 

　
岡
垣
ア
イ
テ
ィ
ー
パ
ー
ク
 

　
　
白
谷

正
孝（
緑
ヶ
丘
区
） 

情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
何
が
で
き
る
の
？（
第
1
回
遠
隔
授
業
） 

 
今
回
の
取
り
組
み
は
、
児
童
が
 

伝
え
た
い
こ
と
を
選
び
、
自
分
の
 

考
え
が
わ
か
る
よ
う
に
筋
道
を
た
 

て
て
、
相
手
や
目
的
に
応
じ
た
適
 

切
な
言
葉
使
い
で
話
す
こ
と
や
話
 

の
中
心
に
気
を
付
け
て
聞
き
、
自
 

分
の
感
想
を
ま
と
め
る
こ
と
を
目
 

的
と
し
て
い
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
（
戸
切
小
学
校
）
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短
　
　
歌 

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

川
　
　
柳 

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

俳
　
　
句 木

綿
間
俳
句
会 

岡
垣
乳
垂
俳
句
会 

青
葉
短
歌
会 

岡
垣
川
柳
会 

一
般
の
人
の
作
品 

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会 

感動をありがとう！ 

海老津女子チーム 
大健闘！ 

参加する人も読む人もみんな友達。このコ
ーナーでひとつになって楽しもう「どくし
ゃの私書箱」は、そんな願いを込めた読者
のページです。 
　楽しかったこと、悲しかったことから地
区の活動まで、またイラスト・４コマまんが・
俳句・川柳などの作品もお待ちしています。 
応募先/〒811-4233岡垣町大字野間697-1 
岡垣町役場地域づくり課・広報「どくしゃ
の私書箱」係 
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿名
も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。 

　岡垣国際交

流協会(OIA)

では、3月8

日に岡垣サンリーアイで第3回国際

交流フェスティバルを行いました。

国際交流に関する意見発表の場を設

けるとともに、日本や外国の音楽な

どを通して相互の文化を理解し、地

域の国際交流を図ることを目的とし

ています。今回は、地元の小中学生・高校生(英語)・外国人(ロシア語)による意

見発表、出演者84人のダイナミックなゴスペルコンサート、出演者43人の華麗

なバトントワリング(世界2位の実力者も出演)と三部編成で行いました。来場者

は町内外から約550人。「落ち込んでいた気分を、元気づけてくれました。」「感

動をありがとう！」など、たくさんのお言葉をいただきました。 

　回を重ね充実してきた国際交流フェスティバル。地元に根ざした国際交流とな

るように、これからも良いイベントにしていきたいと思います。 

　　　　　　　　　　　　　　　　【写真と原稿は、岡垣国際交流協会の提供】 

　全国選抜ゲートボール大会福岡県予選が3月16日に小倉

南文化記念公園で行われ、シニアレディースのクラスに

岡垣町から『海老津女子チーム』が出場しました。結果

は準決勝で惜敗、第3位となり、5月に栃木県で行われる全国大会への出場は果

たせませんでしたが、ここに、『海老津女子チーム』の栄誉をたたえ、盛大な拍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手を送りたいと思います。 
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と
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PN．　華麗 

▲
 

▲ PN．憂アゲハ 

PN．水月碧俚 

▲
 

ど 

く 

し 

の 
や 

私

書

箱
 

11

システムに映った猪熊小学校の児童 システムに映った猪熊小学校の児童 

発表を行う戸切小学校の児童 発表を行う戸切小学校の児童 

出場選手は次のみなさんです。（敬称略） 

　・木原　文子　・大坪　玉代 

　・太田カツ子　・岩崎トモ子 

　・下川路朝子 

 

【原稿は、ゲートボール連盟の 

　　　　　　　首藤謙一郎さんの提供】 
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名
称

を
付
け
ま
し
た
。 

　
2
月
24
日
戸
切
小
学
校
で
、
猪

熊
小
学
校
（
水
巻
町
）
と
通
信
回

線
を
結
ん
だ
遠
隔
授
業
（
公
開
研

究
授
業
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
戸
切
小
学
校
は
、
「
次
世
代
型

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
未
来
型
教
育
研

究
開
発
事
業
（
学
校
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
�
）
」
事
業
の
委
嘱
校
で
、

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
児
童
た
ち
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ

テ
ラ
シ
ー
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関

す
る
知
識
や
そ
れ
を
活
用
す
る
能

力
）
の
向
上
と
表
現
力
育
成
の
研
究

･
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、

そ
の
取
り
 

組
み
の
ひ
 

と
つ
と
し
 

て
遠
隔
授
 

業
が
実
施
 

さ
れ
ま
し
 

た
。
 

　
こ
れ
は
、
 

平
成
15
年
 

度
中
に
整
 

備
さ
れ
る
 

「
情
報
プ
 

ラ
ザ
人
の
 

駅
」
お
よ
 

び
地
域
イ
 

ン
ト
ラ
ネ
 

ッ
ト
の
具
 

体
的
な
活
 

用
に
向
け
 

た
第
一
歩
 

と
い
え
ま
 

す
。
今
回
 

の
授
業
は
、
テ
レ
ビ
電
話
会
議
シ

ス
テ
ム
を
使
っ
て
撮
影
し
た
映
像

や
音
声
を
、
通
信
回
線
を

使
い
小
学
校
双
方
向
で
送

受
信
し
、
受
信
し
た
映
像

を
大
画
面
に
映
し
な
が
ら

交
流
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

紹
介
す
る
内
容
は
、
戸
切

小
学
校
の
こ
と
、
町
の
自

然
や
文
化
の
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
事
前
に
児
童
た

ち
が
学
習
し
て
、
図
を
交

え
な
が
ら
猪
熊
小
学
校
の

児
童
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。
 

　
先
生
も
児
童
も
初
め
て

の
体
験
で
最
初
は
緊
張
気

味
で
し
た
が
、
慣
れ
る
に

し
た
が
っ
て
円
滑
な
授
業

の
進
行
と
児
童
た
ち
の
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
岡
垣
町
は
、「
情

報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」
と
地

域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
整

備
に
よ
っ
て
、
町
内
の
全
小

･
中
学
校
で
、
こ
の
遠
隔
授
業
が
、

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

垣
町
駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
は｢

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅｣

に
決
ま
り
ま
し
た
!!
 

岡 岡 

今
回
は
、
愛
称
の
決
定
と
学
校
で
の
情
報
セ
ン
タ
ー
の
利
用
な
ど
を
、
実
際
に
行
わ
れ
て 

い
る
授
業
な
ど
を
例
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

各
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
） 

　
 

○
最
優
秀
賞（
1
名
） 

　
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
 

　
　
井
上

和
子（
茅
原
区
） 

○
優
秀
賞（
2
名
） 

　
ネ
ッ
ト
ピ
ア
お
か
が
き
 

　
　
福
島

孝
子（
吉
木
区
） 

　
岡
垣
ア
イ
テ
ィ
ー
パ
ー
ク
 

　
　
白
谷

正
孝（
緑
ヶ
丘
区
） 

情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
何
が
で
き
る
の
？（
第
1
回
遠
隔
授
業
） 

 
今
回
の
取
り
組
み
は
、
児
童
が
 

伝
え
た
い
こ
と
を
選
び
、
自
分
の
 

考
え
が
わ
か
る
よ
う
に
筋
道
を
た
 

て
て
、
相
手
や
目
的
に
応
じ
た
適
 

切
な
言
葉
使
い
で
話
す
こ
と
や
話
 

の
中
心
に
気
を
付
け
て
聞
き
、
自
 

分
の
感
想
を
ま
と
め
る
こ
と
を
目
 

的
と
し
て
い
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
（
戸
切
小
学
校
）
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俳
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岡
垣
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俳
句
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青
葉
短
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岡
垣
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柳
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一
般
の
人
の
作
品 

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会 

感動をありがとう！ 

海老津女子チーム 
大健闘！ 

参加する人も読む人もみんな友達。このコ
ーナーでひとつになって楽しもう「どくし
ゃの私書箱」は、そんな願いを込めた読者
のページです。 
　楽しかったこと、悲しかったことから地
区の活動まで、またイラスト・４コマまんが・
俳句・川柳などの作品もお待ちしています。 
応募先/〒811-4233岡垣町大字野間697-1 
岡垣町役場地域づくり課・広報「どくしゃ
の私書箱」係 
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿名
も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。 

　岡垣国際交

流協会(OIA)

では、3月8

日に岡垣サンリーアイで第3回国際

交流フェスティバルを行いました。

国際交流に関する意見発表の場を設

けるとともに、日本や外国の音楽な

どを通して相互の文化を理解し、地

域の国際交流を図ることを目的とし

ています。今回は、地元の小中学生・高校生(英語)・外国人(ロシア語)による意

見発表、出演者84人のダイナミックなゴスペルコンサート、出演者43人の華麗

なバトントワリング(世界2位の実力者も出演)と三部編成で行いました。来場者

は町内外から約550人。「落ち込んでいた気分を、元気づけてくれました。」「感

動をありがとう！」など、たくさんのお言葉をいただきました。 

　回を重ね充実してきた国際交流フェスティバル。地元に根ざした国際交流とな

るように、これからも良いイベントにしていきたいと思います。 

　　　　　　　　　　　　　　　　【写真と原稿は、岡垣国際交流協会の提供】 

　全国選抜ゲートボール大会福岡県予選が3月16日に小倉

南文化記念公園で行われ、シニアレディースのクラスに

岡垣町から『海老津女子チーム』が出場しました。結果

は準決勝で惜敗、第3位となり、5月に栃木県で行われる全国大会への出場は果

たせませんでしたが、ここに、『海老津女子チーム』の栄誉をたたえ、盛大な拍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手を送りたいと思います。 
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システムに映った猪熊小学校の児童 システムに映った猪熊小学校の児童 

発表を行う戸切小学校の児童 発表を行う戸切小学校の児童 

出場選手は次のみなさんです。（敬称略） 

　・木原　文子　・大坪　玉代 

　・太田カツ子　・岩崎トモ子 

　・下川路朝子 

 

【原稿は、ゲートボール連盟の 

　　　　　　　首藤謙一郎さんの提供】 



広報おかがき　平成15年4月25日号 広報おかがき　平成15年4月25日号 
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ホ
ッ
ト
な
情
報
を 

お
待
ち
し
て
い
ま
す 

　３月31日に第6回町政モニター会議が開催され、樋　町長に、平成14年度岡垣町町政モニター報告書

が手渡されました。この報告書は、９人のモニターが「住民が取り組むコミュニティ活動」をテーマに、

会議の中で意見を出し合い、検討を重ねて作りあげたものです。内容は、福祉や教育、地域の活性化な

どについて、過去や現状を報告し、これからの場所・人・組織といったコミュニティの拠点を、どのよ

うに作っていくべきなのかを住民の目線から考えて、報告書としてまとめたものです。座長を務めた鈴

木さんは「住民の素朴な考えを報告しています。ほのぼのと 

した暖かい町になるように期待します。」と話してくれました。 

　　平成14年度岡垣町町政モニター（敬称略） 

　　座長・鈴木　美代（野間四区）、 

　　方谷　豊宗（内浦区）、土屋　良子（野間二区）、 

　　吉山　隆矩（塚原区）、吉田　和彦（新松原区）、 

　　俵口千代美（旭中区）、森山多鶴子（海老津区）、 

　　花田　美隆（原区）、川原　洋子（吉木区） 

男女共同参画講演会 
 

間伐講習会 

平成14年度岡垣町町政モニター 

考えよう！自分らしく生きる喜び 

岡垣町老人クラブ寿会連合会 
 

「いきいき100」に受賞！！ 
 

戸切周辺地域スポーツ広場落成式 
 

みんなの広場ができました！ 

　3月25日、町長室で樋　町長から岡垣町商工会の鍋山会長へ

中小小売商業高度化事業構想（ＴＭＯ構想）の認定書が手渡さ

れました。 

　この認定は法律に基づくもので、商工会が作成した構想が、

町の中心市街地活性化基本計画の内容に照らして適切であり、

また、構想の各事業が実施可能であると認められたためです。

今後は、商工会が企画調整役となって、行政や民間事業者な

どと連携しながら、海老津駅前地区を中心とした市街地にお

ける商業活性化の事業の取り組みが進められます。 

岡垣町商工会ＴＭＯ構想認定 

商業の活性化のために 

自然保護のために 

みなさんの声が報告されました 

　3月15日に｢男女共同参画講演会～考えよう！自分らしく生

きる喜び～｣が岡垣サンリーアイで開催されました。 

　オープニングイベントでは、岡垣中学校吹奏楽部のみなさ

んによるミニコンサートが行われ、続いて、岡垣町男女共同

参画基本方針の概要説明と女性懇話会からの活動報告があり

ました。 

　講演会では、中央大学法学部教授の広岡守穂さんに「妻が

僕を変えた日」というテーマで、ご自身の家庭生活や子育て

などの経験から男女共同参画についてわかりやすく、楽しく

解説していただき、来場者にも大変好評でした。 

 
＜広岡氏の講演より＞ 

「子育て」に対する意味で「自分育て」。私の妻は子育てを

している間、「自分育て」が出来なかったことに、何とも言

えない不安をいだいていたのです。もし妻が「自分育て」を

したいと思っていたら、男は家事でも育児でも引き受けて、尊敬の気持ちで見守っていきましょう。一

人ひとりの「自分育て」をバックアップする。そういうスタンスに立つこと。それが男女共同参画社会

を創る原点だと思います。 

　岡垣町の森林保全と水源の涵養（水が自然に染み込むように

する作用を高める）を目的とした間伐講習会が、約30人の参加

の中で３月２日に開催されました。まず八幡農林事務所から間

伐の必要性や手順について説明を受け、その後、数班に分かれ

て実習を行いました。チェーンソーを使うのが始めてで、とま

どいながら講習を受けた人もいましたが、和やかに行われました。

お昼には現地で作った竹の器で暖かい味噌汁を食べながら、森

林管理の方法について話し合いました。講習会の参加者からは、

「間伐した後の山はとても気持ちがいい。」「自分の山もきれいに

手入れしていきたい。」という感想の声を聞くことができました。

この講習が、森林の保全の第一歩になるといいですね。 

報告書を町長に手渡す鈴木座長報告書を町長に手渡す鈴木座長 報告書を町長に手渡す鈴木座長 

会長の俵口勝美さん 

　高齢者の交通事故が増えているという状況の中、福岡県は、事故防止を目的として「高

齢者交通安全いきいき100」を福岡県警察や交通安全協会を共催として実施しています。

これは、警察署や警察署が任命した交通安全教育指導者から講習などの教育を受け、

100日間事故と無縁だった高齢者の団体を表彰するというもので、実施期間は、平成

14年度は９月１日から12月９日まででした。 

　そのコンクールに、岡垣町老人クラブ寿会連合会が福岡県警察本部長賞を受賞しま

した。同会が、期間中無事故であったのは、会員のみなさんが、日頃から交通安全の

意識を高くもっていたからでしょう。高齢者だけに限らず町民のみなさん全員が、事

故のない明るい社会でいられるように、これからも交通安全に取り組んでいきましょう。 

　戸切小学校の近くに｢戸切周辺地域スポーツ広場｣が完成し、３月15日に戸切小学校体育館で落成式が行われまた。

また、落成式終了後には、スポーツ広場のグラウンド横の戸切川へ戸切小学童保育所の児童によって、めだかの放流が

行われました。 

　このグラウンドは、４月１日から利用できるようになり、総面積は約

8500平方メートルで、グラウンド面積が約3200平方メートルです。グ

ラウンドゴルフやソフトボールの練習などでの利用が可能で、芝生を張

り遊具を設置した公園や遊歩道、戸切川へ降りることができる水辺の環

境整備などを行っています。グラウンドの利用申し込みは、戸切区自治

公民館長に申し込んでください。申し込み方法など、詳しいお問い合わ

せは中央公民館までお願します。地域のみなさんの憩いの場としてぜひ

ご活用ください。 
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　３月31日に第6回町政モニター会議が開催され、樋　町長に、平成14年度岡垣町町政モニター報告書

が手渡されました。この報告書は、９人のモニターが「住民が取り組むコミュニティ活動」をテーマに、

会議の中で意見を出し合い、検討を重ねて作りあげたものです。内容は、福祉や教育、地域の活性化な

どについて、過去や現状を報告し、これからの場所・人・組織といったコミュニティの拠点を、どのよ

うに作っていくべきなのかを住民の目線から考えて、報告書としてまとめたものです。座長を務めた鈴

木さんは「住民の素朴な考えを報告しています。ほのぼのと 

した暖かい町になるように期待します。」と話してくれました。 

　　平成14年度岡垣町町政モニター（敬称略） 

　　座長・鈴木　美代（野間四区）、 

　　方谷　豊宗（内浦区）、土屋　良子（野間二区）、 

　　吉山　隆矩（塚原区）、吉田　和彦（新松原区）、 

　　俵口千代美（旭中区）、森山多鶴子（海老津区）、 

　　花田　美隆（原区）、川原　洋子（吉木区） 

男女共同参画講演会 
 

間伐講習会 

平成14年度岡垣町町政モニター 

考えよう！自分らしく生きる喜び 

岡垣町老人クラブ寿会連合会 
 

「いきいき100」に受賞！！ 
 

戸切周辺地域スポーツ広場落成式 
 

みんなの広場ができました！ 

　3月25日、町長室で樋　町長から岡垣町商工会の鍋山会長へ

中小小売商業高度化事業構想（ＴＭＯ構想）の認定書が手渡さ

れました。 

　この認定は法律に基づくもので、商工会が作成した構想が、

町の中心市街地活性化基本計画の内容に照らして適切であり、

また、構想の各事業が実施可能であると認められたためです。

今後は、商工会が企画調整役となって、行政や民間事業者な

どと連携しながら、海老津駅前地区を中心とした市街地にお

ける商業活性化の事業の取り組みが進められます。 

岡垣町商工会ＴＭＯ構想認定 

商業の活性化のために 

自然保護のために 

みなさんの声が報告されました 

　3月15日に｢男女共同参画講演会～考えよう！自分らしく生

きる喜び～｣が岡垣サンリーアイで開催されました。 

　オープニングイベントでは、岡垣中学校吹奏楽部のみなさ

んによるミニコンサートが行われ、続いて、岡垣町男女共同

参画基本方針の概要説明と女性懇話会からの活動報告があり

ました。 

　講演会では、中央大学法学部教授の広岡守穂さんに「妻が

僕を変えた日」というテーマで、ご自身の家庭生活や子育て

などの経験から男女共同参画についてわかりやすく、楽しく

解説していただき、来場者にも大変好評でした。 

 
＜広岡氏の講演より＞ 

「子育て」に対する意味で「自分育て」。私の妻は子育てを

している間、「自分育て」が出来なかったことに、何とも言

えない不安をいだいていたのです。もし妻が「自分育て」を

したいと思っていたら、男は家事でも育児でも引き受けて、尊敬の気持ちで見守っていきましょう。一

人ひとりの「自分育て」をバックアップする。そういうスタンスに立つこと。それが男女共同参画社会

を創る原点だと思います。 

　岡垣町の森林保全と水源の涵養（水が自然に染み込むように

する作用を高める）を目的とした間伐講習会が、約30人の参加

の中で３月２日に開催されました。まず八幡農林事務所から間

伐の必要性や手順について説明を受け、その後、数班に分かれ

て実習を行いました。チェーンソーを使うのが始めてで、とま

どいながら講習を受けた人もいましたが、和やかに行われました。

お昼には現地で作った竹の器で暖かい味噌汁を食べながら、森

林管理の方法について話し合いました。講習会の参加者からは、

「間伐した後の山はとても気持ちがいい。」「自分の山もきれいに

手入れしていきたい。」という感想の声を聞くことができました。

この講習が、森林の保全の第一歩になるといいですね。 

報告書を町長に手渡す鈴木座長報告書を町長に手渡す鈴木座長 報告書を町長に手渡す鈴木座長 

会長の俵口勝美さん 

　高齢者の交通事故が増えているという状況の中、福岡県は、事故防止を目的として「高

齢者交通安全いきいき100」を福岡県警察や交通安全協会を共催として実施しています。

これは、警察署や警察署が任命した交通安全教育指導者から講習などの教育を受け、

100日間事故と無縁だった高齢者の団体を表彰するというもので、実施期間は、平成

14年度は９月１日から12月９日まででした。 

　そのコンクールに、岡垣町老人クラブ寿会連合会が福岡県警察本部長賞を受賞しま

した。同会が、期間中無事故であったのは、会員のみなさんが、日頃から交通安全の

意識を高くもっていたからでしょう。高齢者だけに限らず町民のみなさん全員が、事

故のない明るい社会でいられるように、これからも交通安全に取り組んでいきましょう。 

　戸切小学校の近くに｢戸切周辺地域スポーツ広場｣が完成し、３月15日に戸切小学校体育館で落成式が行われまた。

また、落成式終了後には、スポーツ広場のグラウンド横の戸切川へ戸切小学童保育所の児童によって、めだかの放流が

行われました。 

　このグラウンドは、４月１日から利用できるようになり、総面積は約

8500平方メートルで、グラウンド面積が約3200平方メートルです。グ

ラウンドゴルフやソフトボールの練習などでの利用が可能で、芝生を張

り遊具を設置した公園や遊歩道、戸切川へ降りることができる水辺の環

境整備などを行っています。グラウンドの利用申し込みは、戸切区自治

公民館長に申し込んでください。申し込み方法など、詳しいお問い合わ

せは中央公民館までお願します。地域のみなさんの憩いの場としてぜひ

ご活用ください。 
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　○吉田　清人　教育総務課 

　※ 平成15年4月1日付再任用　社会教育課 

　○河野　紀子　中部保育所 

　○吉村　三子　中部保育所 

　○竹井　克彦　企画政策室付・福岡県介護保険広域連合遠賀支部 

　※平成15年3月31日再任用期間満了 

　○西岡　文雄　社会教育課長（環境共生課長） 

　○土田　和信　環境共生課長（情報推進課長） 

　○笠井　達司　情報推進課長・課長昇格（住民課住民係長） 

　○安部　朋子　東部出張所長（水道課課長補佐） 

　○松岡マツヨ　水道課業務係長（東部出張所長） 

　○安部　信義　住民課住民係長（管財課契約用地係長） 

　○花田　敏治　企画政策室付・福岡県介護保険広域連合遠賀支部・係長昇格（建設課） 

　○川原　義仁　管財課契約用地係長・係長昇格（管財課） 

　○松丸　　巌　農林水産課（環境共生課） 

　○日高　哲子　企画政策室付・福岡県介護保険広域連合遠賀支部（建設課） 

　○川原美智子　中部保育所（東部保育所） 

　○野口　研治　環境共生課（農林水産課） 

　○野口　洋子　健康福祉課（企画政策室付・福岡県介護保険広域連合遠賀支部） 

　○柴田　達也　建設課（社会教育課） 

　○森　　光晴　住民課（地域づくり課） 

　○藤原圭一郎　管財課（企画政策室付・福岡県総務部地方課研修生） 

　○秦　　　啓　企画政策室付・福岡県総務部地方課研修生（住民課） 

　○加来真理子　中部保育所（東部保育所） 

　○内田　　桂　東部保育所（中部保育所） 

　○下木まゆみ　中部保育所（山田小学校） 

　○吉國　直子　山田小学校（海老津小学校） 

　○安永美穂子　山田小学校（戸切小学校） 

　○宮田ルミコ　戸切小学校（海老津小学校） 

　○高橋　絵美　海老津小学校（吉木小学校） 

　○亀田　真美　社会教育課 

　○竹森　太陽　地域づくり課 

　○岩崎　成美　東部保育所 
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定
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れ
ま
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期
　
平
成
15
年
３
月
５
日
か
ら
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成
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時
　
榮
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新
し
い
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垣
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し
ま
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愛
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心
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か
い 

 
 

次
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げ
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も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
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（
３
月
受
付
分
） 

 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
諸
永
エ
ミ
子
　
様（
茅
原
） 

　
故
　
平
井
ヤ
チ
ヨ 

様
　
86
歳 

○
藤
原  

雅
子
　
様（
西
高
陽
）  

　
故
　
藤
原
　
治
輝 

様
　
66
歳 

○
西
村
　
勝
代
　
様（
高
倉
） 

　
故
　
西
村
　
智
俊 

様
　
61
歳 

○
石
田
　
文
吾
　
様（
波
津
） 

　
故
　
石
田
　
靜
子 

様
　
88
歳 

 

○
山
根
　
尚
夫
　
様（
東
高
陽
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故
　
山
根
　
靜
子 

様
　
75
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○
岡
本
　
茂
子
　
様（
西
高
陽
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故
　
岡
本
　
昭
二 

様
　
76
歳 

○
田
中
千
鶴
子
　
様（
野
間
一
）  

　
故
　
田
中
　
穂
積 

様
　
80
歳 

○
深
田
　
　
信
　
様（
吉
木
） 

　
故
　
深
田
キ
ヨ
ミ 

様
　
79
歳 

○
三
宅
　
良
子
　
様（
吉
木
） 

　
故
　
三
宅
　
平
八 

様
　
80
歳 

 

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ 

○
石
田
　
文
吾 

様 
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長
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《
係
長
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》 

《
係
　
員
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　《
新
規
採
用
》 

4月１日付　人事異動　　　　　（　）内は前所属です 

 

町 役 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

福
岡
県
児
童
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庭
課 
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育
士
の
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必
要
と
な
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ま
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建
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課
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地
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の
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築
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岡
垣
町
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会
福
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会  
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ラ
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テ
ィ
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央
公
民
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中
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・
遠
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の
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加
し
ま
せ
ん
か
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　「
少
年
の
船
」 

 

健
康
福
祉
課
生
活
福
祉
係  

悩
み
事
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会 

「
感
謝
の
集
い
」を
行
い
ま
す 

夢
の
体
験
塾
実
行
委
員
会 

夢
の
体
験
塾 

環
境
共
生
課
生
活
環
境
係  

電
動
式
生
ご
み
処
理
機 

　
購
入
補
助
制
度
ス
タ
ー
ト 

    

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み

の
減
量
化
と
再
資
源
化
の
促
進
を

図
る
た
め
、
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
を
購
入
し
た
人
に
４
月
か
ら
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
処
理
機
購
入
後
、
領
収
書

ま
た
は
、
領
収
書
の
写
し
を
添
付

し
、
環
境
共
生
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
交
付
が
決
定
後
、
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
補
助
額
は
本

体
購
入
価
格（
消
費
税
を
除
く
）の

２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
千
円

未
満
切
り
捨
て
）
と
し
、
二
万
円

を
限
度
額
と
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
　
環
境
共
生
課
生
活

環
境
係
へ 

   

　
人
権
問
題
、
家
庭
内
の
も
め
ご

と
、
相
続
、
登
記
な
ど
の
相
談
に

人
権
相
談
委
員
が
応
じ
る
、「
特
設

人
権
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。 

と
　
き
　
５
月
９
日（
金
）午
後
１

時
30
分
か
ら
４
時 

と
こ
ろ
　
東
部
公
民
館 

※
今
後
の
人
権
相
談
、
９
月
19
日
・

12
月
19
日
・
３
月
19
日
の
予
定
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
生
活

福
祉
係
へ 

 

   

　
都
市
計
画
白
地
地
域
（
用
途
地

域
の
指
定
が
な
い
地
域
）
に
つ
い

て
容
積
率
・
建
ペ
イ
率
の
新
制
限

値
を
県
が
指
定
す
る
こ
と
と
な
り
、

調
査
で
容
積
率
２
０
０
　
・
建
ペ

イ
率
60
　
の
県
の
指
定
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
平
成
14
年

度
に
調
査
し
、
結
果
に
基
づ
き
容

積
率
２
０
０
　
・
建
ペ
イ
率
70
　

を
町
指
定
案
と
し
て
考
え
て
い
ま

す
。 

今
後
、
規
制
値
の
指
定
に
あ
た
っ

て
は
県
と
調
整
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
町
の
指
定
案
に
つ
い

て
意
見
の
あ
る
人
は
意
見
書(

住

所
氏
名
を
明
記
）を
５
月
15
日(

木
）

ま
で
に
建
設
課
都
市
計
画
係
へ 

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
都
市
計
画

係
へ 

    

　
平
成
15
年
11
月
29
日
以
降
、
保

育
士
と
し
て
仕
事
を
す
る
に
は
、

「
都
道
府
県
知
事
の
登
録
」が
必
要

と
な
り
ま
す
。
現
在
、
保
育
士
と

し
て
働
い
て
い
る
人
も
登
録
は
必

要
で
す
。
登
録
の
申
請
は
５
月
か

ら
受
け
付
け
る
予
定
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
　
登
録
事
務
処
理
セ

ン
タ
ー
　
０
１
２
０-

０
４
１-

９

４
３
ま
た
は
福
岡
県
児
童
家
庭
課

　
０
９
２-

６
４
３-

３
２
５
６
へ 

   

　
結
成
30
周
年
記
念
と
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
九
州
ラ
ー
メ
ン
党
代
表
の

講
演
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

と
　
き
　
５
月
10
日（
土
）午
後
１

時
か
ら 

と
こ
ろ
　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ 

入
場
料
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
　
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会（
谷
）　
２
８
３
‐
３
１
４
６
へ 

    

　
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
現
地
で
の

自
然
観
察
を
行
い
な
が
ら
団
体
生

活
の
楽
し
さ
と
社
会
参
加
の
意
義

を
学
ぶ
目
的
で
団
員
お
よ
び
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。 

と
　
き
　
８
月
６
日（
水
）か
ら
10

日（
日
） 

と
こ
ろ
　
鹿
児
島
県
知
覧
町
・
奄

美
大
島 

募
集
人
員
　
40
人 

参
加
資
格
　
中
間
市
と
遠
賀
郡
に

住
ん
で
い
る
小
学
校
４
年
生
か
ら

中
学
校
２
年
生
の
男
女 

参
加
費
用
　
○
小
学
生
＝
７
万
２

千
円
○
中
学
生
＝
７
万
５
千
円 

申
し
込
み
　
５
月
６
日（
火
）か
ら

17
日（
土
）ま
で
に
教
育
委
員
会
へ

（
先
着
順
） 

※
年
間
を
通
し
て
の
受
講
も
で
き

ま
す
。 

受
講
料
　
各
コ
ー
ス
五
千
円 

と
こ
ろ
　
町
民
武
道
館 

○
土
曜
日
版（
第
１
・
３
・
５
土
曜
日
） 

と
　
き
　
①
５
月
31
日
か
ら
10
月

18
日
②
11
月
１
日
か
ら
３
月
20
日

※
年
間
を
通
し
て
の
受
講
も
で
き

ま
す
。 

受
講
料
　
各
コ
ー
ス
三
千
円 

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館 

◎
水
曜
日
版
・
土
曜
日
版
と
も
に 

と
　
き
　
午
前
10
時
か
ら
１
時
間

30
分
程
度 

定
　
員
　
各
コ
ー
ス
30
人
程
度 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月

16
日（
金
）ま
で
に
中
央
公
民
館
へ 

    

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
運
動

の
で
き
る
服
装
で
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
と
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。 

と
　
き
　
５
月
15
日
（
木
）
午
後

６
時
30
分
か
ら
受
付 

と
こ
ろ
　
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ 

問
い
合
わ
せ
　
高
野
　
２
８
２-

７
７
４
０
へ 

    

通
学
合
宿「
夢
の
体
験
塾
」を
５

月
か
ら
波
津
海
岸
の
老
人
憩
い
の

家
「
若
潮
荘
」
で
実
施
し
ま
す
。
さ

 

【
ス
タ
ッ
フ
募
集
】 

内
　
容
　
小
・
中
学
生
団
員
の
世
話 

年
　
齢
　
18
才
以
上
の
男
女 

参
加
費
　
３
万
５
千
円 

【
看
護
師
募
集（
１
人
）】 

資
　
格
　
看
護
師
資
格
を
持
つ
人

参
加
費
　
無
料 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
中
間
・

遠
賀
地
区「
少
年
の
船
」実
行
委
員

会
代
表
（
武
谷
）
　
２
８
２-

６
２

６
７
へ 

    

　
視
覚
障
害
者
の
生
活
を
担
う
点

字
を
初
歩
か
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。 

対
　
象  

受
講
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
す
る
意
欲
が
あ
る
人
。 

と
　
き
　
６
月
７
日
か
ら
28
日
の

各
土
曜
日
、
午
後
２
時
か
ら
４
時 

定  

員  

20
人
程
度 

参
加
費    

無
料 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
岡
垣

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

    

　
健
康
度
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
な

が
ら
、
チ
ュ
ー
ブ
体
操
や
ス
ト
レ

ッ
チ
で
楽
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
し
ょ
う
。 

○
水
曜
日
版
（
毎
週
水
曜
日
） 

と
　
き
　
①
５
月
21
日
か
ら
10
月

29
日
②
11
月
５
日
か
ら
３
月
31
日

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

　
　
　
　
　
　
審
判
講
習
会 

ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
自
主
性

を
育
て
、
思
い
や
り
や
道
徳
性
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。 

対
　
象
　
町
内
の
小
学
４
年
生
か

ら
６
年
生 

期
　
間
　
土
曜
日
か
ら
次
の
週
の

土
曜
日
ま
で
の
７
泊
８
日
。
①
５

月
31
日
か
ら
６
月
７
日
②
６
月
21

日
か
ら
28
日
③
７
月
12
日
か
ら
19

日
④
９
月
６
日
か
ら
13
日
⑤
９
月

27
日
か
ら
10
月
４
日
⑥
10
月
18
日

か
ら
25
日
⑦
11
月
１
日
か
ら
８
日

⑧
11
月
15
日
か
ら
22
日
⑨
12
月
６

日
か
ら
13
日 

参
加
費
　
四
千
五
百
円 

申
し
込
み
　
５
月
２
日（
金
）ま
で

に
各
学
校
の
担
任
へ 

問
い
合
わ
せ
　
夢
の
体
験
塾
実
行

委
員
会（
中
央
公
民
館
内
）　
２
８
２

-

０
１
６
２
ま
た
は
社
会
教
育
課

へ 

   

と
　
き
　
５
月
９
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者
　
緒
方
良
平（
筑
前
琵
琶
） 

曲
　
目
　
敦
盛
、壇
ノ
浦 

※
入
場
無
料 

   

と
　
き
　
５
月
10
日（
土
）午
後
７

時 

と
こ
ろ
　
小
ホ
ー
ル（
全
席
自
由
） 

※ 

要
会
員
券（
五
千
円
／
三
回
分
） 

 

　
４
月
23
日
は「
子
ど
も
読
書
の
日
」

で
す
。
絵
本
を
約
80
点
展
示
し
ま

す
。 

と
　
き
　
４
月
22
日（
火
）か
ら
５

月
12
日（
月
）午
前
10
時
か
ら
午
後

６
時 

と
こ
ろ
　
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館

※ 

入
場
無
料 

     

○
フ
ル
ー
ト
＆
オ
カ
リ
ー
ナ 

と
　
き
　
第
１
木
曜
か
ら
第
３
木

曜
①
オ
カ
リ
ー
ナ 

午
前
10
時
か
ら

11
時
②
フ
ル
ー
ト 

午
前
11
時
か
ら

正
午 

と
こ
ろ
　
楽
屋
４
＋
５ 

入
会
金
　
三
千
円 

受
講
料
　
一
万
二
千
円（
３
か
月
） 

維
持
費
　
九
百
円（
３
か
月
） 

○
ス
ポ
ッ
ト
講
座
「
す
て
き
な
も

て
な
し
料
理
〜
春
は
中
華
で
お
も

て
な
し
〜
」 

と
　
き
　
５
月
19
日
（
月)

午
前
10

時
か
ら
午
後
１
時 

と
こ
ろ
　
調
理
室 

受
講
料
　
千
円（
材
料
費
千
八
百
円
） 

締
　
切
　
５
月
12
日（
月
） 

 

岡
垣
 

問
い
合
わ
せ
 

岡垣 

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ 

ー
ト
「
中
川
淳
一
＆
巣
山
千
恵
２ 

台
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」 

読
み
つ
が
れ
る
絵
本
展 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座 

　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集 

 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103
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皐月のもよおし・おしらせ 皐月のもよおし・おしらせ 
さ　　つき 

パ
ー 

セ
ン
ト 

パ
ー 

セ
ン
ト 

パ
ー 

セ
ン
ト 

パ
ー 

セ
ン
ト 

 

　○吉田　清人　教育総務課 

　※ 平成15年4月1日付再任用　社会教育課 

　○河野　紀子　中部保育所 

　○吉村　三子　中部保育所 

　○竹井　克彦　企画政策室付・福岡県介護保険広域連合遠賀支部 

　※平成15年3月31日再任用期間満了 

　○西岡　文雄　社会教育課長（環境共生課長） 

　○土田　和信　環境共生課長（情報推進課長） 

　○笠井　達司　情報推進課長・課長昇格（住民課住民係長） 

　○安部　朋子　東部出張所長（水道課課長補佐） 

　○松岡マツヨ　水道課業務係長（東部出張所長） 

　○安部　信義　住民課住民係長（管財課契約用地係長） 

　○花田　敏治　企画政策室付・福岡県介護保険広域連合遠賀支部・係長昇格（建設課） 

　○川原　義仁　管財課契約用地係長・係長昇格（管財課） 

　○松丸　　巌　農林水産課（環境共生課） 

　○日高　哲子　企画政策室付・福岡県介護保険広域連合遠賀支部（建設課） 

　○川原美智子　中部保育所（東部保育所） 

　○野口　研治　環境共生課（農林水産課） 

　○野口　洋子　健康福祉課（企画政策室付・福岡県介護保険広域連合遠賀支部） 

　○柴田　達也　建設課（社会教育課） 

　○森　　光晴　住民課（地域づくり課） 

　○藤原圭一郎　管財課（企画政策室付・福岡県総務部地方課研修生） 

　○秦　　　啓　企画政策室付・福岡県総務部地方課研修生（住民課） 

　○加来真理子　中部保育所（東部保育所） 

　○内田　　桂　東部保育所（中部保育所） 

　○下木まゆみ　中部保育所（山田小学校） 

　○吉國　直子　山田小学校（海老津小学校） 

　○安永美穂子　山田小学校（戸切小学校） 

　○宮田ルミコ　戸切小学校（海老津小学校） 

　○高橋　絵美　海老津小学校（吉木小学校） 

　○亀田　真美　社会教育課 

　○竹森　太陽　地域づくり課 

　○岩崎　成美　東部保育所 

　
３
月
の
定
例
議
会
で
、
十
時
さ
ん

が
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

任
　
期
　
平
成
15
年
３
月
５
日
か
ら

平
成
15
年
10
月
30
日 

氏
　
名
　
十
時
　
榮
一 

新
し
い
岡
垣
町 

　
　
教
育
委
員
を
紹
介
し
ま
す 

愛
の
心
づ
か
い 

 
 

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
３
月
受
付
分
） 

 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
諸
永
エ
ミ
子
　
様（
茅
原
） 

　
故
　
平
井
ヤ
チ
ヨ 

様
　
86
歳 

○
藤
原  

雅
子
　
様（
西
高
陽
）  

　
故
　
藤
原
　
治
輝 

様
　
66
歳 

○
西
村
　
勝
代
　
様（
高
倉
） 

　
故
　
西
村
　
智
俊 

様
　
61
歳 

○
石
田
　
文
吾
　
様（
波
津
） 

　
故
　
石
田
　
靜
子 

様
　
88
歳 

 

○
山
根
　
尚
夫
　
様（
東
高
陽
） 

　
故
　
山
根
　
靜
子 

様
　
75
歳 

○
岡
本
　
茂
子
　
様（
西
高
陽
） 

　
故
　
岡
本
　
昭
二 

様
　
76
歳 

○
田
中
千
鶴
子
　
様（
野
間
一
）  

　
故
　
田
中
　
穂
積 

様
　
80
歳 

○
深
田
　
　
信
　
様（
吉
木
） 

　
故
　
深
田
キ
ヨ
ミ 

様
　
79
歳 

○
三
宅
　
良
子
　
様（
吉
木
） 

　
故
　
三
宅
　
平
八 

様
　
80
歳 

 

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ 

○
石
田
　
文
吾 

様 

 

愛
の
心
づ
か
い 

《
平
成
15
年
３
月 

 
 
31
日
付
退
職
者
》 

 

《
課
長
級
》 
《
係
長
級
》 

《
係
　
員
》 

　《
新
規
採
用
》 

4月１日付　人事異動　　　　　（　）内は前所属です 

 

町 役 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

福
岡
県
児
童
家
庭
課 

保
育
士
の
登
録
が 

　
　
　
　
必
要
と
な
り
ま
す 

 

建
設
課
都
市
計
画
係 

白
地
地
域
の
建
築
制
限 

岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会  

点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
　
　
　
　
　
　
養
成
講
座 

中
央
公
民
館 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操 

　
　
　
　
始
め
ま
せ
ん
か
？ 

中
間
・
遠
賀
地
区｢

少
年
の
船｣

実
行
委
員
会  

参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

　
　
　
　
　
　「
少
年
の
船
」 

 

健
康
福
祉
課
生
活
福
祉
係  

悩
み
事
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会 

「
感
謝
の
集
い
」を
行
い
ま
す 

夢
の
体
験
塾
実
行
委
員
会 

夢
の
体
験
塾 

環
境
共
生
課
生
活
環
境
係  

電
動
式
生
ご
み
処
理
機 

　
購
入
補
助
制
度
ス
タ
ー
ト 

    

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み

の
減
量
化
と
再
資
源
化
の
促
進
を

図
る
た
め
、
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
を
購
入
し
た
人
に
４
月
か
ら
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
処
理
機
購
入
後
、
領
収
書

ま
た
は
、
領
収
書
の
写
し
を
添
付

し
、
環
境
共
生
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
交
付
が
決
定
後
、
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
補
助
額
は
本

体
購
入
価
格（
消
費
税
を
除
く
）の

２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
千
円

未
満
切
り
捨
て
）
と
し
、
二
万
円

を
限
度
額
と
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
　
環
境
共
生
課
生
活

環
境
係
へ 

   

　
人
権
問
題
、
家
庭
内
の
も
め
ご

と
、
相
続
、
登
記
な
ど
の
相
談
に

人
権
相
談
委
員
が
応
じ
る
、「
特
設

人
権
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。 

と
　
き
　
５
月
９
日（
金
）午
後
１

時
30
分
か
ら
４
時 

と
こ
ろ
　
東
部
公
民
館 

※
今
後
の
人
権
相
談
、
９
月
19
日
・

12
月
19
日
・
３
月
19
日
の
予
定
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
生
活

福
祉
係
へ 

 

   

　
都
市
計
画
白
地
地
域
（
用
途
地

域
の
指
定
が
な
い
地
域
）
に
つ
い

て
容
積
率
・
建
ペ
イ
率
の
新
制
限

値
を
県
が
指
定
す
る
こ
と
と
な
り
、

調
査
で
容
積
率
２
０
０
　
・
建
ペ

イ
率
60
　
の
県
の
指
定
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
平
成
14
年

度
に
調
査
し
、
結
果
に
基
づ
き
容

積
率
２
０
０
　
・
建
ペ
イ
率
70
　

を
町
指
定
案
と
し
て
考
え
て
い
ま

す
。 

今
後
、
規
制
値
の
指
定
に
あ
た
っ

て
は
県
と
調
整
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
町
の
指
定
案
に
つ
い

て
意
見
の
あ
る
人
は
意
見
書(

住

所
氏
名
を
明
記
）を
５
月
15
日(

木
）

ま
で
に
建
設
課
都
市
計
画
係
へ 

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
都
市
計
画

係
へ 

    

　
平
成
15
年
11
月
29
日
以
降
、
保

育
士
と
し
て
仕
事
を
す
る
に
は
、

「
都
道
府
県
知
事
の
登
録
」が
必
要

と
な
り
ま
す
。
現
在
、
保
育
士
と

し
て
働
い
て
い
る
人
も
登
録
は
必

要
で
す
。
登
録
の
申
請
は
５
月
か

ら
受
け
付
け
る
予
定
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
　
登
録
事
務
処
理
セ

ン
タ
ー
　
０
１
２
０-

０
４
１-

９

４
３
ま
た
は
福
岡
県
児
童
家
庭
課

　
０
９
２-

６
４
３-

３
２
５
６
へ 

   

　
結
成
30
周
年
記
念
と
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
九
州
ラ
ー
メ
ン
党
代
表
の

講
演
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

と
　
き
　
５
月
10
日（
土
）午
後
１

時
か
ら 

と
こ
ろ
　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ 

入
場
料
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
　
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会（
谷
）　
２
８
３
‐
３
１
４
６
へ 

    

　
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
現
地
で
の

自
然
観
察
を
行
い
な
が
ら
団
体
生

活
の
楽
し
さ
と
社
会
参
加
の
意
義

を
学
ぶ
目
的
で
団
員
お
よ
び
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。 

と
　
き
　
８
月
６
日（
水
）か
ら
10

日（
日
） 

と
こ
ろ
　
鹿
児
島
県
知
覧
町
・
奄

美
大
島 

募
集
人
員
　
40
人 

参
加
資
格
　
中
間
市
と
遠
賀
郡
に

住
ん
で
い
る
小
学
校
４
年
生
か
ら

中
学
校
２
年
生
の
男
女 

参
加
費
用
　
○
小
学
生
＝
７
万
２

千
円
○
中
学
生
＝
７
万
５
千
円 

申
し
込
み
　
５
月
６
日（
火
）か
ら

17
日（
土
）ま
で
に
教
育
委
員
会
へ

（
先
着
順
） 

※
年
間
を
通
し
て
の
受
講
も
で
き

ま
す
。 

受
講
料
　
各
コ
ー
ス
五
千
円 

と
こ
ろ
　
町
民
武
道
館 

○
土
曜
日
版（
第
１
・
３
・
５
土
曜
日
） 

と
　
き
　
①
５
月
31
日
か
ら
10
月

18
日
②
11
月
１
日
か
ら
３
月
20
日

※
年
間
を
通
し
て
の
受
講
も
で
き

ま
す
。 

受
講
料
　
各
コ
ー
ス
三
千
円 

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館 

◎
水
曜
日
版
・
土
曜
日
版
と
も
に 

と
　
き
　
午
前
10
時
か
ら
１
時
間

30
分
程
度 

定
　
員
　
各
コ
ー
ス
30
人
程
度 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月

16
日（
金
）ま
で
に
中
央
公
民
館
へ 

    

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
運
動

の
で
き
る
服
装
で
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
と
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。 

と
　
き
　
５
月
15
日
（
木
）
午
後

６
時
30
分
か
ら
受
付 

と
こ
ろ
　
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ 

問
い
合
わ
せ
　
高
野
　
２
８
２-

７
７
４
０
へ 

    

通
学
合
宿「
夢
の
体
験
塾
」を
５

月
か
ら
波
津
海
岸
の
老
人
憩
い
の

家
「
若
潮
荘
」
で
実
施
し
ま
す
。
さ

 

【
ス
タ
ッ
フ
募
集
】 

内
　
容
　
小
・
中
学
生
団
員
の
世
話 

年
　
齢
　
18
才
以
上
の
男
女 

参
加
費
　
３
万
５
千
円 

【
看
護
師
募
集（
１
人
）】 

資
　
格
　
看
護
師
資
格
を
持
つ
人

参
加
費
　
無
料 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
中
間
・

遠
賀
地
区「
少
年
の
船
」実
行
委
員

会
代
表
（
武
谷
）
　
２
８
２-

６
２

６
７
へ 

    

　
視
覚
障
害
者
の
生
活
を
担
う
点

字
を
初
歩
か
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。 

対
　
象  

受
講
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
す
る
意
欲
が
あ
る
人
。 

と
　
き
　
６
月
７
日
か
ら
28
日
の

各
土
曜
日
、
午
後
２
時
か
ら
４
時 

定  

員  

20
人
程
度 

参
加
費    

無
料 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
岡
垣

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

    

　
健
康
度
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
な

が
ら
、
チ
ュ
ー
ブ
体
操
や
ス
ト
レ

ッ
チ
で
楽
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
し
ょ
う
。 

○
水
曜
日
版
（
毎
週
水
曜
日
） 

と
　
き
　
①
５
月
21
日
か
ら
10
月

29
日
②
11
月
５
日
か
ら
３
月
31
日

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

　
　
　
　
　
　
審
判
講
習
会 

ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
自
主
性

を
育
て
、
思
い
や
り
や
道
徳
性
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。 

対
　
象
　
町
内
の
小
学
４
年
生
か

ら
６
年
生 

期
　
間
　
土
曜
日
か
ら
次
の
週
の

土
曜
日
ま
で
の
７
泊
８
日
。
①
５

月
31
日
か
ら
６
月
７
日
②
６
月
21

日
か
ら
28
日
③
７
月
12
日
か
ら
19

日
④
９
月
６
日
か
ら
13
日
⑤
９
月

27
日
か
ら
10
月
４
日
⑥
10
月
18
日

か
ら
25
日
⑦
11
月
１
日
か
ら
８
日

⑧
11
月
15
日
か
ら
22
日
⑨
12
月
６

日
か
ら
13
日 

参
加
費
　
四
千
五
百
円 

申
し
込
み
　
５
月
２
日（
金
）ま
で

に
各
学
校
の
担
任
へ 

問
い
合
わ
せ
　
夢
の
体
験
塾
実
行

委
員
会（
中
央
公
民
館
内
）　
２
８
２

-

０
１
６
２
ま
た
は
社
会
教
育
課

へ 

   

と
　
き
　
５
月
９
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者
　
緒
方
良
平（
筑
前
琵
琶
） 

曲
　
目
　
敦
盛
、壇
ノ
浦 

※
入
場
無
料 

   

と
　
き
　
５
月
10
日（
土
）午
後
７

時 

と
こ
ろ
　
小
ホ
ー
ル（
全
席
自
由
） 

※ 

要
会
員
券（
五
千
円
／
三
回
分
） 

 

　
４
月
23
日
は「
子
ど
も
読
書
の
日
」

で
す
。
絵
本
を
約
80
点
展
示
し
ま

す
。 

と
　
き
　
４
月
22
日（
火
）か
ら
５

月
12
日（
月
）午
前
10
時
か
ら
午
後

６
時 

と
こ
ろ
　
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館

※ 

入
場
無
料 

     
○
フ
ル
ー
ト
＆
オ
カ
リ
ー
ナ 

と
　
き
　
第
１
木
曜
か
ら
第
３
木

曜
①
オ
カ
リ
ー
ナ 

午
前
10
時
か
ら

11
時
②
フ
ル
ー
ト 
午
前
11
時
か
ら

正
午 

と
こ
ろ
　
楽
屋
４
＋
５ 

入
会
金
　
三
千
円 

受
講
料
　
一
万
二
千
円（
３
か
月
） 

維
持
費
　
九
百
円（
３
か
月
） 

○
ス
ポ
ッ
ト
講
座
「
す
て
き
な
も

て
な
し
料
理
〜
春
は
中
華
で
お
も

て
な
し
〜
」 

と
　
き
　
５
月
19
日
（
月)

午
前
10

時
か
ら
午
後
１
時 

と
こ
ろ
　
調
理
室 

受
講
料
　
千
円（
材
料
費
千
八
百
円
） 

締
　
切
　
５
月
12
日（
月
） 

 

岡
垣
 

問
い
合
わ
せ
 

岡垣 

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ 

ー
ト
「
中
川
淳
一
＆
巣
山
千
恵
２ 

台
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」 

読
み
つ
が
れ
る
絵
本
展 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座 

　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集 

 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103
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第130回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

～高齢独居者ひな祭り弁当～ 

①ちらし寿し 
②白身魚のよもぎ田楽 
③ひな寒天（白・緑・赤） 
 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

※6献立の中から3品を紹介します 
 

○米300�○A・酒大1・酢400cc・砂糖
20�・塩3.6�○ニンジン30�○干しい
たけ1枚○ゴボウ30�○鶏胸肉30�○か
んぴょう1.5�○B・出し汁適量・砂糖大
1・しょう油小2・みりん、酒各小1

《②の材料4人分》 
○白身魚(冷凍)60�×4切れ○塩、酒各少々
○A・みそ20�・酒大2分の1・みりん小
1・砂糖小2分の1○よもぎ（乾燥粉末）少々
○ミニトマト4 

《③の材料30人分》 
○三色共粉寒天各1本、砂糖各80�○A（白）・
水1.5カップ・牛乳1カップ○B（緑）・水2.5
カップ・ペパーミント適量○Ｃ（赤）・水2
カップ・赤ワイン2分の1カップ・食紅適量 

 ①　米はA、ニンジンの千切り（花形ニン
　ジンの残り）を入れて普通に炊く。 
②　しいたけは戻して千切り。ゴボウは
　ささがき。かんぴょうは水に戻し、や
　わらかくして塩もみし、ゆでて細かく
　刻む。鶏肉は1　　角に切る。 
③　②をBで煮る。 
④　卵は金糸卵。ニンジンは花形抜きし
　て薄切りし、ゆでて、きぬさやもゆでる。 
⑤　炊き上がった①に②を混ぜる。 
⑥　器に盛り、④を飾る。 

《②の作り方》 
①　魚は軽く塩、酒をふり10分おく。 
②　すり鉢でみそをすり、Aを入れてすり、
　よもぎ粉を入れて混ぜる。 
③　魚の水気をふき、身を上にして天火
　で焼く（200℃）。魚が大体焼けたら②
　を塗り、表面が乾く程度に再び焼く。 
〔付け合せにミニトマト〕 

《③の作り方》 
①　寒天を煮溶かし砂糖を入れて10分煮
　つめ、牛乳を入れて火を止める。荒熱
　を取って型に流す。 
②　①の要領で火から下ろしてペパーミ
　ントで色を付ける。①が固まりかけた
　ら熱い②を、①の上に静かに流す。 
③　①②と同様にし、赤ワインを入れ、
　食紅で色を調整し、②が固まりかけたら、
　熱い③を静かに流す。 
④　3色寒天が冷めてひし形や好みの形
　に切り分ける。 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

セン 
チ 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

メー 
トル 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

45
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お 

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う 

 

■
こ
ん
な
あ
な
た
は
、
す
す
ん
で
受
け
ま

し
ょ
う
。 

○「
私
は
、健
康
だ
」と
思
っ
て
い
る
け
ど
、

血
圧
も
肝
機
能
も
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
値

も
知
ら
な
い 

○
健
康
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
。
健
康
に

気
を
つ
け
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

○
職
場
な
ど
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る

機
会
が
な
い
。 

○
病
気
や
病
院
に
縁
が
な
い
。 

 

■
申
し
込
み
の
方
法 

　
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
４
月
23
日
で

終
了
し
ま
し
た
の
で
、
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
健
診
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
を

出
し
忘
れ
た
人
や
、
ハ
ガ
キ
の
届
か
な
い

人
で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
人
は
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
受

付
は
５
月
７
日（
水
）か
ら
５
月
14
日（
水
）

で
す
。 

■
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
お
済
で
す
か
。 

　
平
成
14
年
度
に
続
き
、
基
本
健
康
診
査

を
申
し
込
ま
れ
た
40
歳
以
上
の
人
で
希
望

さ
れ
る
人
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査（
Ｂ
型
・

Ｃ
型
）を
行
い
ま
す（
平
成
14
年
度
に
受
診

済
み
の
人
は
除
き
ま
す
）。 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス（
特
に
Ｃ
型
）は
血
液
を
介

し
て
感
染
し
、
放
っ
て
お
く
と
慢
性
肝
炎
、

肝
硬
変
、
肝
が
ん
に
移
行
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
検
査
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が

身
体
に
あ
る
か
な
い
か
を
血
液
で
調
べ
ま

す
（
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
料
は
五
百
円
で

す
）。 

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
さ
れ
る
事
を
お
す

す
め
し
ま
す
。 

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
能
見
　
由
香 

高
血
圧
・
心
臓
病
・
が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療 

は
も
と
よ
り
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
改
善
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
健
康 

診
査
を
実
施
し
ま
す
。 

【健診の対象者】（1年に1回しか受診できません） 
 

健診の種類 対　象　者 検査料 

18歳以上で健診を受ける機会のない人（職場健診のない人や、 
内科的な病気で通院していない人など） 500円 

500円 

500円 

500円 

500円 

各500円 

40歳以上で、基本健康診査を受ける人（過去に検診を受けた人 
は除きます） 

40歳以上の男・女 

40歳以上の男・女 

30歳以上の女性 

18～39歳の女性で基本健康診査を受ける人 

◎70歳以上は各検診とも無料  
◎生活保護・非課税世帯の人は前もって 
　ご連絡ください。無料となります。  
◎健康手帳を持参してください。お持ちでない 
　人には当日会場で交付します。 

◎基本健診（結核健診のぞく）は開業医でも受けら 
　れます。40歳以上で集団健診を受けていない人 
　(年に1回・500円)健康手帳が必要です。 

～成人健診日程～ 

日　程 場　所 
健　診　内　容 

受付  9：00～12：00 受付  9：00～11：00

5月20日(火) 

5月30日(金) 

6月  4日(水) 

6月12日(木) 

▲6月24日(火) 

6月27日(金) 

6月29日(日) 

6月30日(月) 

7月10日(木) 

7月11日(金) 

7月15日(火) 

7月16日(水) 

▲7月22日(火)

いこいの里 

いこいの里 

いこいの里 

いこいの里 

いこいの里 

西部公民館 

いこいの里 

中央公民館 

いこいの里 

東部公民館 

東部公民館 

東部公民館 

いこいの里 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

胃ガン 

胃ガン 

胃ガン 

胃ガン 

胃ガン 

胃ガン 

胃ガン 

胃ガン 

胃ガン 

胃ガン 

胃ガン 

胃ガン 

胃ガン 
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子宮ガン 

子宮ガン 

 

 

子宮ガン 

 

子宮ガン 

子宮ガン 

子宮ガン 

子宮ガン 

 

 

乳ガン 

乳ガン 

乳ガン 

 

 

乳ガン 

 

乳ガン 

乳ガン 

乳ガン 

乳ガン 

 

 

 

 

骨粗しょう症 

 

 

 

 

 

 

 

骨粗しょう症 

基 本 健 康 診 査 
（結核検診を含む） 

肝炎ウイルス検診 

胃 が ん 検 診 

大 腸 が ん 検 診 

子宮がん・乳がん検診 

骨粗しょう症健診 
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借 
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○岡垣町外の施術所も補助金対象になりました 

　施術所は岡垣町内に限られていましたが、町外も補助金の

対象となり、受療施設が利用しやすくなりました。 

○補助金の申請に領収書が必要になります 

　施術所で『はり、きゅう施術受療券』に施術日・押印して

もらい、補助金申請を行っていましたが、領収書で施術日お

よび受療の確認を行います。 

※現在『はり、きゅう施術受療券』をお持ちの人で、4月に岡垣町

内の施術所で受療される場合は、従前のとおり補助金の申請を行っ

てください。ただし、平成15年５月受療分から施術料の領収書が必

要になります。 

　平成15年度固定資産税納税通知の発送が近づいてきました。通知書は５月10日前後発送する予定にしています。 

固定資産税は、毎年１月１日に、土地、家屋、償却資産を所有している人がその資産の所在する市町村に納める税金です。課税の基

礎となる評価額の変更は３年に１度行われ、今年度が見直しの年となっています。 

ここで、毎年問い合わせの多い質問にお答えします。 

問い合わせ　健康福祉課へ 
 

遠賀中間地区はいかい高齢者等 
SOSネットワークシステム 

 ｢はいかい高齢者等SOSネ

ットワークシステム｣は痴呆

などにより徘徊するなど、

支援が必要な高齢者を行政

機関や地域が協力して見守

るシステムです。４月１日から、遠賀郡４町と中間

市で広域的な取り組みとして徘徊高齢者の身元確認

ができる体制を整え、迅速な発見保護活動により、

高齢者を事故から守ります。 

  ｢はいかい高齢者等SOSカード｣に事前に高齢者の特

徴などを記入し、届け出してあれば、高齢者の捜索

活動が円滑にできます。いただいた情報を、窓口で

ある各役場の担当課や折尾警察署が共有することで、

行方不明になった高齢者の迅速な発見や身元確認が

可能になります。 

岡垣町国民健康保険被保険者のみなさんへ 

 

《問い合わせ 
　住民課国保年金係へ》 

Q　地価が下がっているのに、土地の税額が上がっているのはなぜでしょう? 

 A　平成６年度から固定資産の土地評価について、全国一律に地価公示価格などの７割を目途として評価することになりました。こ

れは不均一であった宅地の評価水準の均衡を図ることを目的としたものですが、これによって税負担が大幅に上昇するケースが生じ

ました。この差をすぐに埋めようとすれば、税負担の低い土地は、税額が何倍にも跳ね上がることになり、納税者の負担が急激に増

えることになりますので、なだらかに税額を増加させるような制度が実施されています。 

現在も、税負担の公平を図るための制度が実施されている過程にありますので、地価が下がっていても税額が上昇するといったケー

スが生じているわけです。 

Q　住宅を平成14年中に壊したが、土地の税金が上がったのはなぜでしょう？ 

 A　住宅取得促進の観点から住宅が建っている宅地については、200平方　分の税負担を６分の1、そして200平方　を超える部分の

税負担を３分の１にする特例措置が設けられています（住宅用地の特例）。従って、平成14年度までは住宅が建っていたためこの特

例が適用されていましたが、壊したことにより住宅用土地でなくなったため、税額が上昇しています。 

Q　固定資産税が急に高くなったのですが？ 

A　住宅用家屋については新築後３年間新築住宅軽減措置があります。これは床面積120平方　分が２分の１になるというものです。

従って、平成11年中に住宅を新築した場合、平成12・13・14年度は軽減措置がありましたが、平成15年度は軽減措置が外れて本来

の税額へ戻ったため、税額が倍近く上昇することとなったのです。 

Q　床面積が10平方　以下の増築は税金がかからないと聞いたのですが？ 

A　面積の大小にかかわらず、屋根があり、外壁に囲まれ、土地に定着させた建物であれば、固定資産税がかかります。また、物置

など住み家でない建物、プレハブなども上の条件を満たせば、対象になります。 

平成15年度固定資産税のお知らせ 
 

はり、きゅう補助金制度が次のように変わりました 

補助金の申請 

補助金限度額 

受療月の翌月10日までに 
提出　領収書・印鑑が必要 
 
１人１日１回の 
受療につき800円 
１か月に５回以内 

４月１日から 

メー 
トル 

メー 
トル 

メー 
トル 

メー 
トル 

安全で明るいまちへ 
　(財)自治総合センターでは、宝くじの普及広報を目的として文化振興事

業やコミュニティ助成事業など各種の事業を実施・支援しています。平成

14年度は、岡垣町では防犯灯設置工事の７灯に助成金が交付されました。 

問い合わせ　税務課資産税係へ 

▲は託児がある日 

宝くじは、広く社会に役立てられています。 
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第130回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

～高齢独居者ひな祭り弁当～ 

①ちらし寿し 
②白身魚のよもぎ田楽 
③ひな寒天（白・緑・赤） 
 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

※6献立の中から3品を紹介します 
 

○米300�○A・酒大1・酢400cc・砂糖
20�・塩3.6�○ニンジン30�○干しい
たけ1枚○ゴボウ30�○鶏胸肉30�○か
んぴょう1.5�○B・出し汁適量・砂糖大
1・しょう油小2・みりん、酒各小1

《②の材料4人分》 
○白身魚(冷凍)60�×4切れ○塩、酒各少々
○A・みそ20�・酒大2分の1・みりん小
1・砂糖小2分の1○よもぎ（乾燥粉末）少々
○ミニトマト4 

《③の材料30人分》 
○三色共粉寒天各1本、砂糖各80�○A（白）・
水1.5カップ・牛乳1カップ○B（緑）・水2.5
カップ・ペパーミント適量○Ｃ（赤）・水2
カップ・赤ワイン2分の1カップ・食紅適量 

 ①　米はA、ニンジンの千切り（花形ニン
　ジンの残り）を入れて普通に炊く。 
②　しいたけは戻して千切り。ゴボウは
　ささがき。かんぴょうは水に戻し、や
　わらかくして塩もみし、ゆでて細かく
　刻む。鶏肉は1　　角に切る。 
③　②をBで煮る。 
④　卵は金糸卵。ニンジンは花形抜きし
　て薄切りし、ゆでて、きぬさやもゆでる。 
⑤　炊き上がった①に②を混ぜる。 
⑥　器に盛り、④を飾る。 

《②の作り方》 
①　魚は軽く塩、酒をふり10分おく。 
②　すり鉢でみそをすり、Aを入れてすり、
　よもぎ粉を入れて混ぜる。 
③　魚の水気をふき、身を上にして天火
　で焼く（200℃）。魚が大体焼けたら②
　を塗り、表面が乾く程度に再び焼く。 
〔付け合せにミニトマト〕 

《③の作り方》 
①　寒天を煮溶かし砂糖を入れて10分煮
　つめ、牛乳を入れて火を止める。荒熱
　を取って型に流す。 
②　①の要領で火から下ろしてペパーミ
　ントで色を付ける。①が固まりかけた
　ら熱い②を、①の上に静かに流す。 
③　①②と同様にし、赤ワインを入れ、
　食紅で色を調整し、②が固まりかけたら、
　熱い③を静かに流す。 
④　3色寒天が冷めてひし形や好みの形
　に切り分ける。 
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健
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査
を
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け
ま
し
ょ
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■
こ
ん
な
あ
な
た
は
、
す
す
ん
で
受
け
ま

し
ょ
う
。 

○「
私
は
、健
康
だ
」と
思
っ
て
い
る
け
ど
、

血
圧
も
肝
機
能
も
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
値

も
知
ら
な
い 

○
健
康
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
。
健
康
に

気
を
つ
け
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

○
職
場
な
ど
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る

機
会
が
な
い
。 

○
病
気
や
病
院
に
縁
が
な
い
。 

 

■
申
し
込
み
の
方
法 

　
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
４
月
23
日
で

終
了
し
ま
し
た
の
で
、
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
健
診
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
を

出
し
忘
れ
た
人
や
、
ハ
ガ
キ
の
届
か
な
い

人
で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
人
は
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
受

付
は
５
月
７
日（
水
）か
ら
５
月
14
日（
水
）

で
す
。 

■
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
お
済
で
す
か
。 

　
平
成
14
年
度
に
続
き
、
基
本
健
康
診
査

を
申
し
込
ま
れ
た
40
歳
以
上
の
人
で
希
望

さ
れ
る
人
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査（
Ｂ
型
・

Ｃ
型
）を
行
い
ま
す（
平
成
14
年
度
に
受
診

済
み
の
人
は
除
き
ま
す
）。 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス（
特
に
Ｃ
型
）は
血
液
を
介

し
て
感
染
し
、
放
っ
て
お
く
と
慢
性
肝
炎
、

肝
硬
変
、
肝
が
ん
に
移
行
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
検
査
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が

身
体
に
あ
る
か
な
い
か
を
血
液
で
調
べ
ま

す
（
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
料
は
五
百
円
で

す
）。 

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
さ
れ
る
事
を
お
す

す
め
し
ま
す
。 

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
能
見
　
由
香 

高
血
圧
・
心
臓
病
・
が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療 

は
も
と
よ
り
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
改
善
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
健
康 

診
査
を
実
施
し
ま
す
。 

【健診の対象者】（1年に1回しか受診できません） 
 

健診の種類 対　象　者 検査料 

18歳以上で健診を受ける機会のない人（職場健診のない人や、 
内科的な病気で通院していない人など） 500円 

500円 

500円 

500円 

500円 

各500円 

40歳以上で、基本健康診査を受ける人（過去に検診を受けた人 
は除きます） 

40歳以上の男・女 

40歳以上の男・女 

30歳以上の女性 

18～39歳の女性で基本健康診査を受ける人 

◎70歳以上は各検診とも無料  
◎生活保護・非課税世帯の人は前もって 
　ご連絡ください。無料となります。  
◎健康手帳を持参してください。お持ちでない 
　人には当日会場で交付します。 

◎基本健診（結核健診のぞく）は開業医でも受けら 
　れます。40歳以上で集団健診を受けていない人 
　(年に1回・500円)健康手帳が必要です。 

～成人健診日程～ 

日　程 場　所 
健　診　内　容 

受付  9：00～12：00 受付  9：00～11：00

5月20日(火) 

5月30日(金) 

6月  4日(水) 

6月12日(木) 

▲6月24日(火) 

6月27日(金) 

6月29日(日) 

6月30日(月) 

7月10日(木) 

7月11日(金) 

7月15日(火) 

7月16日(水) 

▲7月22日(火)

いこいの里 

いこいの里 

いこいの里 

いこいの里 

いこいの里 

西部公民館 

いこいの里 

中央公民館 

いこいの里 

東部公民館 

東部公民館 

東部公民館 

いこいの里 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 

基本健診 
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基本健診 

基本健診 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

大腸ガン 

胃ガン 
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○岡垣町外の施術所も補助金対象になりました 

　施術所は岡垣町内に限られていましたが、町外も補助金の

対象となり、受療施設が利用しやすくなりました。 

○補助金の申請に領収書が必要になります 

　施術所で『はり、きゅう施術受療券』に施術日・押印して

もらい、補助金申請を行っていましたが、領収書で施術日お

よび受療の確認を行います。 

※現在『はり、きゅう施術受療券』をお持ちの人で、4月に岡垣町

内の施術所で受療される場合は、従前のとおり補助金の申請を行っ

てください。ただし、平成15年５月受療分から施術料の領収書が必

要になります。 

　平成15年度固定資産税納税通知の発送が近づいてきました。通知書は５月10日前後発送する予定にしています。 

固定資産税は、毎年１月１日に、土地、家屋、償却資産を所有している人がその資産の所在する市町村に納める税金です。課税の基

礎となる評価額の変更は３年に１度行われ、今年度が見直しの年となっています。 

ここで、毎年問い合わせの多い質問にお答えします。 

問い合わせ　健康福祉課へ 
 

遠賀中間地区はいかい高齢者等 
SOSネットワークシステム 

 ｢はいかい高齢者等SOSネ

ットワークシステム｣は痴呆

などにより徘徊するなど、

支援が必要な高齢者を行政

機関や地域が協力して見守

るシステムです。４月１日から、遠賀郡４町と中間

市で広域的な取り組みとして徘徊高齢者の身元確認

ができる体制を整え、迅速な発見保護活動により、

高齢者を事故から守ります。 

  ｢はいかい高齢者等SOSカード｣に事前に高齢者の特

徴などを記入し、届け出してあれば、高齢者の捜索

活動が円滑にできます。いただいた情報を、窓口で

ある各役場の担当課や折尾警察署が共有することで、

行方不明になった高齢者の迅速な発見や身元確認が

可能になります。 

岡垣町国民健康保険被保険者のみなさんへ 

 

《問い合わせ 
　住民課国保年金係へ》 

Q　地価が下がっているのに、土地の税額が上がっているのはなぜでしょう? 

 A　平成６年度から固定資産の土地評価について、全国一律に地価公示価格などの７割を目途として評価することになりました。こ

れは不均一であった宅地の評価水準の均衡を図ることを目的としたものですが、これによって税負担が大幅に上昇するケースが生じ

ました。この差をすぐに埋めようとすれば、税負担の低い土地は、税額が何倍にも跳ね上がることになり、納税者の負担が急激に増

えることになりますので、なだらかに税額を増加させるような制度が実施されています。 

現在も、税負担の公平を図るための制度が実施されている過程にありますので、地価が下がっていても税額が上昇するといったケー

スが生じているわけです。 

Q　住宅を平成14年中に壊したが、土地の税金が上がったのはなぜでしょう？ 

 A　住宅取得促進の観点から住宅が建っている宅地については、200平方　分の税負担を６分の1、そして200平方　を超える部分の

税負担を３分の１にする特例措置が設けられています（住宅用地の特例）。従って、平成14年度までは住宅が建っていたためこの特

例が適用されていましたが、壊したことにより住宅用土地でなくなったため、税額が上昇しています。 

Q　固定資産税が急に高くなったのですが？ 

A　住宅用家屋については新築後３年間新築住宅軽減措置があります。これは床面積120平方　分が２分の１になるというものです。

従って、平成11年中に住宅を新築した場合、平成12・13・14年度は軽減措置がありましたが、平成15年度は軽減措置が外れて本来

の税額へ戻ったため、税額が倍近く上昇することとなったのです。 

Q　床面積が10平方　以下の増築は税金がかからないと聞いたのですが？ 

A　面積の大小にかかわらず、屋根があり、外壁に囲まれ、土地に定着させた建物であれば、固定資産税がかかります。また、物置

など住み家でない建物、プレハブなども上の条件を満たせば、対象になります。 

平成15年度固定資産税のお知らせ 
 

はり、きゅう補助金制度が次のように変わりました 

補助金の申請 

補助金限度額 

受療月の翌月10日までに 
提出　領収書・印鑑が必要 
 
１人１日１回の 
受療につき800円 
１か月に５回以内 

４月１日から 

メー 
トル 

メー 
トル 

メー 
トル 

メー 
トル 

安全で明るいまちへ 
　(財)自治総合センターでは、宝くじの普及広報を目的として文化振興事

業やコミュニティ助成事業など各種の事業を実施・支援しています。平成

14年度は、岡垣町では防犯灯設置工事の７灯に助成金が交付されました。 

問い合わせ　税務課資産税係へ 

▲は託児がある日 

宝くじは、広く社会に役立てられています。 
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◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
･
親
睦
交
流
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）9
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

５月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の2日前までに環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
つくし会、上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください。 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます。 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください。 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回大型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、手野、吉木、三吉、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、元松原、西黒山、高倉、上高倉 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津、百合ヶ丘 その時、診察してもらえる当番医を教 
えてくれます。 （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

（
平
成
15
年
４
月
収
集
分
か
ら
人
頭
制
・
従
量
制
と
も
同
じ
日
に
回
り
ま
す
。
） 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津
、
海
老
津
、
野
間
三 

（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

波
津 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
、
内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

吉
木 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木 

吉
木
、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、
新
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

海
老
津
、
塚
原 

上
高
倉
、
高
塚
、
糠
塚 

内
浦 

高
倉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

三
吉
、
吉
木 

原
、
内
浦
、
糠
塚 

吉
木
、
高
倉 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

吉
木
、
高
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

波
津
、
原
、
高
倉
、
上
高
倉 

三
吉
団
地
、
三
吉 

吉
木
、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、
野
間
一
、 

野
間
四
、
旭
台 

吉
木
、
高
倉
、
上
高
倉
、
高
塚
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、 

野
間
三
、
野
間
四 

山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、
新
海
老
津 

3 
（土） 

４ 
（日） 

５月の行事予定 ５月の行事予定 
１ 
（木） 

２ 
（金） 

５ 
（月） 

６ 
（火） 

７ 
（水） 

８ 
（木） 

９ 
（金） 

10 
（土） 

11 
（日） 

12 
（月） 

13 
（火） 

14 
（水） 

15 
（木） 

16 
（金） 

17 
（土） 

18 
（日） 

19 
（月） 

20 
（火） 

21 
（水） 

22 
（木） 

23 
（金） 

24 
（土） 

25 
（日） 

26 
（月） 

27 
（火） 

28 
（水） 

29 
（木） 

30 
（金） 

31 
（土） 

◎
〜
６
日
、県
展（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）９ 
‥ 
00 
〜
19 
‥ 
00 
 

◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15 
 

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30 
 

祝
・
憲
法
記
念
日《
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
》 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踏（
花
柳
朱
扇
会
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

祝
・
国
民
の
休
日《
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
》 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

  ◎
ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45 
受
付
 

 祝
・
こ
ど
も
の
日
《
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
。た
だ
し
、第
一
月
曜
日
予
定
の
不
燃
物
収
集
は
８
日
に
変
わ
り
ま
す
。》 

◎
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
･
遠
賀
郡
ミ
ッ
ク
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）8
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
健
康
相
談
・
栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

 ◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
緒
方
良
平（
筑
前
琵
琶
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
不
燃
物
代
替
収
集
日（
第
一
月
曜
日
予
定
地
域
） 

◎
柔
道
連
盟
・
町
内
学
年
別
大
会（
武
道
館
柔
道
場
）18 
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

 ◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト「
中
川
淳
一
＆
巣
山
千
恵
２
台
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）開
演
＝
19 
‥ 
00
 

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
･
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
散
策（
若
松
区
）8
‥ 
10
〜
15 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
近
代
大
正
琴（
琴
衛
会
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
第
11
回
健
康
･
福
祉
ま
つ
り（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
25
回
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
杯（
松
ケ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）７
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
軟
式
野
球
連
盟
･
春
季
大
会「
１
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
･
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）
8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
･
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会「
新
人
戦
」（
町
民
体
育
館
）8
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
･
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル
ス
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）9
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

◎
相
撲
連
盟
･
春
季
少
年
相
撲
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
相
撲
場
）9
‥ 
30
〜
13 
‥ 
00
 

◎
２
歳
児
相
談（
い
こ
い
の
里
）初
回
＝
13 
‥ 
10
〜
13 
‥ 
30
受
付
 
２
回
目
以
降
＝
13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊（
藤
丘
竜
聖
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
･
審
判
講
習
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
21 
‥ 
30
 

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
･
遠
賀
川
流
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交
歓
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8
‥ 
30
〜
14 
‥ 
00
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
松
本
え
り
子（
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

 ◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
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日
本
舞
踊
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峰
流（
若
峰
寿
洋
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
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岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
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30
〜
 

◎
軟
式
野
球
連
盟
･
春
季
大
会「
２
日
目
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町
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総
合
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ラ
ウ
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ド
･
ふ
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ス
ポ
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場
）
8
‥ 
00
〜
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‥ 
00
 

◎
い
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里
ふ
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ベ
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舞
踊
翼
流（
翼
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げ
る
）」（
い
こ
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の
里
）12 
‥ 
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〜
13 
‥ 
00
 

◎
中
学
校
運
動
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中
学
校
）9
‥ 
30
〜
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
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窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
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◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
･
県
女
子
選
手
権
大
会（
乳
垂
荘
コ
ー
ト
･
す
ぱ
ー
く
岡
垣
）8
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

◎
１
歳
６
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
加
藤
タ
キ（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）開
演
＝
18 
‥ 
45
 

◎
登
山
連
盟
･
馬
頭
岳
ふ
れ
あ
い
登
山（
遠
賀
町
）9
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
翠
星
会
歌
謡
教
室
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踏
千
伏
流（
大
伏
千
恵
子
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
小
学
校
運
動
会（
各
小
学
校
）9
‥ 
30
〜
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
親
子
で
は
し
ゃ
ご
う
、ダ
ン
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
扇
流（
藤
扇
豊
丞
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

○国民年金保険料………５月分 

○保育料…………………５月分 

○町営住宅家賃…………５月分 

○国民健康保険税………１期分（6月2日） 

○固定資産税……………１期分（6月2日） 

○心配ごと相談…… 

　９日（金）「西部公民館」 

　16日（金）「東部公民館」 

　23日（金）「いこいの里」13：30～16：00 

○法律相談…… 

　９日（金）「いこいの里」13：30～16：30 

　※電話予約が必要です。 

　　２８３－２９４０へ 

○行政相談…… 

　９日（金）・23日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　　２８２－４８８４《毎週月・水・金曜日》 

 

駅前ぎゃらりー 

５月上旬 

……岡垣バードカービングクラブ作品展 

５月下旬 

……和紙ちぎり絵作品展 

 

税
金
を
　
み
ん
な
で
納
め
て
　
よ
い
町
へ
　
　
平
野
　
啓
子
 

 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
よ
り
 

５
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 12345678910111213141516171819202122232425262728293031



広報おかがき　平成15年4月25日号 広報おかがき　平成15年4月25日号 

4

18

5

19

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
･
親
睦
交
流
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）9
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

５月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の2日前までに環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
つくし会、上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください。 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます。 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください。 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回大型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、手野、吉木、三吉、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、元松原、西黒山、高倉、上高倉 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津、百合ヶ丘 その時、診察してもらえる当番医を教 
えてくれます。 （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

（
平
成
15
年
４
月
収
集
分
か
ら
人
頭
制
・
従
量
制
と
も
同
じ
日
に
回
り
ま
す
。
） 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津
、
海
老
津
、
野
間
三 

（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

波
津 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
、
内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

吉
木 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木 

吉
木
、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、
新
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

海
老
津
、
塚
原 

上
高
倉
、
高
塚
、
糠
塚 

内
浦 

高
倉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

三
吉
、
吉
木 

原
、
内
浦
、
糠
塚 

吉
木
、
高
倉 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

吉
木
、
高
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

波
津
、
原
、
高
倉
、
上
高
倉 

三
吉
団
地
、
三
吉 

吉
木
、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、
野
間
一
、 

野
間
四
、
旭
台 

吉
木
、
高
倉
、
上
高
倉
、
高
塚
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、 

野
間
三
、
野
間
四 

山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、
新
海
老
津 

3 
（土） 

４ 
（日） 

５月の行事予定 ５月の行事予定 
１ 
（木） 

２ 
（金） 

５ 
（月） 

６ 
（火） 

７ 
（水） 

８ 
（木） 

９ 
（金） 

10 
（土） 

11 
（日） 

12 
（月） 

13 
（火） 

14 
（水） 

15 
（木） 

16 
（金） 

17 
（土） 

18 
（日） 

19 
（月） 

20 
（火） 

21 
（水） 

22 
（木） 

23 
（金） 

24 
（土） 

25 
（日） 

26 
（月） 

27 
（火） 

28 
（水） 

29 
（木） 

30 
（金） 

31 
（土） 

◎
〜
６
日
、県
展（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）９ 
‥ 
00 
〜
19 
‥ 
00 
 

◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15 
 

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30 
 

祝
・
憲
法
記
念
日《
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
》 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踏（
花
柳
朱
扇
会
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

祝
・
国
民
の
休
日《
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
》 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

  ◎
ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45 
受
付
 

 祝
・
こ
ど
も
の
日
《
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
。た
だ
し
、第
一
月
曜
日
予
定
の
不
燃
物
収
集
は
８
日
に
変
わ
り
ま
す
。》 

◎
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
･
遠
賀
郡
ミ
ッ
ク
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）8
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
健
康
相
談
・
栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

 ◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
緒
方
良
平（
筑
前
琵
琶
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
不
燃
物
代
替
収
集
日（
第
一
月
曜
日
予
定
地
域
） 

◎
柔
道
連
盟
・
町
内
学
年
別
大
会（
武
道
館
柔
道
場
）18 
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

 ◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト「
中
川
淳
一
＆
巣
山
千
恵
２
台
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）開
演
＝
19 
‥ 
00
 

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
･
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
散
策（
若
松
区
）8
‥ 
10
〜
15 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
近
代
大
正
琴（
琴
衛
会
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
第
11
回
健
康
･
福
祉
ま
つ
り（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
25
回
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
杯（
松
ケ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）７
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
軟
式
野
球
連
盟
･
春
季
大
会「
１
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
･
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）
8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
･
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会「
新
人
戦
」（
町
民
体
育
館
）8
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
･
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル
ス
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）9
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

◎
相
撲
連
盟
･
春
季
少
年
相
撲
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
相
撲
場
）9
‥ 
30
〜
13 
‥ 
00
 

◎
２
歳
児
相
談（
い
こ
い
の
里
）初
回
＝
13 
‥ 
10
〜
13 
‥ 
30
受
付
 
２
回
目
以
降
＝
13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊（
藤
丘
竜
聖
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
･
審
判
講
習
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
21 
‥ 
30
 

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
･
遠
賀
川
流
域
交
歓
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8
‥ 
30
〜
14 
‥ 
00
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
松
本
え
り
子（
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

 ◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
若
峰
流（
若
峰
寿
洋
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
： 
30
〜
 

◎
軟
式
野
球
連
盟
･
春
季
大
会「
２
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
･
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）
8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
中
学
校
運
動
会（
各
中
学
校
）9
‥ 
30
〜
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
･
県
女
子
選
手
権
大
会（
乳
垂
荘
コ
ー
ト
･
す
ぱ
ー
く
岡
垣
）8
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

◎
１
歳
６
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
加
藤
タ
キ（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）開
演
＝
18 
‥ 
45
 

◎
登
山
連
盟
･
馬
頭
岳
ふ
れ
あ
い
登
山（
遠
賀
町
）9
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
翠
星
会
歌
謡
教
室
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踏
千
伏
流（
大
伏
千
恵
子
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
小
学
校
運
動
会（
各
小
学
校
）9
‥ 
30
〜
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
親
子
で
は
し
ゃ
ご
う
、ダ
ン
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
扇
流（
藤
扇
豊
丞
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

○国民年金保険料………５月分 

○保育料…………………５月分 

○町営住宅家賃…………５月分 

○国民健康保険税………１期分（6月2日） 

○固定資産税……………１期分（6月2日） 

○心配ごと相談…… 

　９日（金）「西部公民館」 

　16日（金）「東部公民館」 

　23日（金）「いこいの里」13：30～16：00 

○法律相談…… 

　９日（金）「いこいの里」13：30～16：30 

　※電話予約が必要です。 

　　２８３－２９４０へ 

○行政相談…… 

　９日（金）・23日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　　２８２－４８８４《毎週月・水・金曜日》 

 

駅前ぎゃらりー 

５月上旬 

……岡垣バードカービングクラブ作品展 

５月下旬 

……和紙ちぎり絵作品展 

 

税
金
を
　
み
ん
な
で
納
め
て
　
よ
い
町
へ
　
　
平
野
　
啓
子
 

 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
よ
り
 

５
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 12345678910111213141516171819202122232425262728293031
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新 岡 垣 風 土 記  

卒
業
・
入
学 

う
つ
つ
 

す
 

に
 

は
　
　
つ
　

し
ろ
　

せ
 

ご
　

さ
い
　

ぜ
 

は
た
 

い
ぬ
い
 

あ
が
 

び
つ
 

こ
め
　
び
つ
 

ふ
た
 

ぶ
 

ち
 

ま
つ
 

や
し
ろ
 

か
ん
　
ば
つ
 

し
ん
　
で
ん
　
い
ん
 

よ
う
　
は
い
　
し
ょ
 

け
　
　
さ
 

き
　

と
う
 

よ
み
が
え
 

こ
れ
　
あ
り
 

こ
の
　
　
　
　
ひ
で
 

き
　

と
う
 

ぐ
　

さ
ん
 

へ
ん
　
さ
ん
 

し
ょ
く
　
ふ
　
　
ど
　
　
き
 

こ
の
 

お
 

め
 
で と う 

　
波
津
の
沖
合
に
龍
宮
が
あ
る
。
浦
島

太
郎
が
、
ゆ
め
現
の
幻
の
歳
月
を
過
ご

し
た
龍
宮
で
あ
る
。
 

　
江
戸
時
代
後
期
の
文
政
三
年
（
一
八

二
〇
）
二
月
付
け
の
、「
続
風
土
記
附
録

御
再
調
尓
よ
り
書
上
帳
」
と
あ
る
波
津

浦
の
庄
屋
文
書
の
控
え
が
残
っ
て
い
る
。

（
刀
根
博
愛
氏
所
蔵
文
書
）
 

　
波
津
の
地
誌
を
書
い
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
波
津
沖
に
あ
る
三
箇
所
の

瀬
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
 

　
曰
く
、「
波
津
城
瀬
・
御
菜
瀬
・
籏
ケ

瀬
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
龍
宮
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
こ
の
中
で
も
っ
と
も
大
き

な
瀬
で
あ
る
波
津
城
瀬
で
あ
る
。
 

　
こ
の
文
書
に
は
、
波
津
城
瀬
の
こ
と

を
「
龍
宮
城
と
申
し
候
。
瀬
広
さ
方
一

里
、
沖
合
壱
里
に
之
有
。
此
所
旱
り
の

節
雨
乞
い
ご
祈
祷
の
霊
場
也
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
 

　
こ
の
書
上
を
も
と
に
福
岡
藩
士
加
藤

虞
山
が
、
廻
村
の
う
え
編
纂
し
た
の
が

『
筑
前
続
風
土
記
附
録
』
で
あ
る
。
 

　
こ
れ
に
は
、
波
津
城
瀬
を
「
此
浦
の

乾
（
北
西
の
こ
と
）
一
里
ば
か
り
洋
中

に
方
廿
町
餘
の
瀬
あ
り
。
龍
神
を
祭
り

て
波
津
城
宮
と
崇
む
。
大
波
津
の
海
濱

に
祭
場
あ
り
て
年
ご
と
に
正
月
廿
日
に

祭
り
を
な
す
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
 

　
龍
宮
と
い
う
の
は
、
冒
頭
に
書
い
た

よ
う
に
浦
島
太
郎
の
伝
説
で
名
高
い
の

だ
が
、
深
海
の
底
に
あ
っ
て
竜
神
が
棲

む
宮
殿
の
こ
と
で
あ
る
。
波
津
城
瀬
は

周
り
が
4
�
　
も
あ
る
環
礁
で
、
水
深

は
4
　
程
度
と
深
海
で
は
な
い
。
だ
が
、

こ
の
瀬
は
古
く
か
ら
波
津
の
漁
業
を
さ

さ
え
て
き
た
宝
庫
な
の
で
あ
る
。
 

　
す
で
に
高
齢
で
引
退
さ
れ
て
は
い
る

が
、
波
津
で
生
え
抜
き
の
漁
師
だ
っ
た

太
田
忠
義
さ
ん
を
訪
ね
た
。
 

　
以
下
、
太
田
さ
ん
の
話
で
あ
る
。
 

　
「
波
津
城
瀬
で
は
む
か
し
は
魚
が
面

白
い
よ
う
に
取
れ
た
。
だ
か
ら
、
こ
の

瀬
の
こ
と
を
波
津
の
漁
師
は
�
ど
う
ま

い
び
つ
�
と
言
っ
た
も
ん
だ
。
」
 

　
「
櫃
」
は
、
米
櫃
の
よ
う
な
蓋
の
あ

る
箱
の
こ
と
で
あ
る
が
「
ど
う
ま
い
」

と
は
、
た
ぶ
ん
金
銭
を
し
ま
う
胴
ま
き

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
お
そ

ら
く
、
波
津
城
瀬
は
波
津
の

人
に
と
っ
て
は
、
か
け
が
え

の
な
い
�
み
ん
な
の
食
い
扶

持
を
も
た
ら
す
大
き
な
櫃
�

で
あ
る
と
い
う
意
味
合
い
だ

ろ
う
。
 

　
方
一
里
と
は
、
4
　
　
平

方
の
こ
と
で
か
な
り
大
き
な

瀬
で
あ
る
。
こ
の
広
大
な
岩

礁
が
、
魚
に
と
っ
て
絶
好
の

漁
礁
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の

瀬
は
魚
の
宝
庫
で
あ
る
。
 

　
太
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ

こ
で
は
、
サ
ワ
ラ
や
ヤ
ズ
・
ア
ラ
カ
ブ
・

黒
鯛
な
ど
が
獲
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
 

　
し
か
し
一
方
で
、
こ
の
瀬
は
海
難
の

名
所
で
あ
る
。
沿
岸
航
行
し
か
で
き
な

か
っ
た
江
戸
時
代
、
こ
の
場
所
で
座
礁
・

難
破
し
た
船
は
数
知
れ
な
い
。
波
津
の

真
福
寺
の
過
去
帳
に
は
、
遭
難
で
亡
く

な
っ
た
多
く
の
水
夫
た
ち
の
霊
が
、
戒

名
と
し
て
名
を
留
め
て
い
る
。
 

　
波
津
城
瀬
の
竜
神
を
祀
っ
た
社
が
波

津
城
神
社
で
、
波
津
か
ら
鐘
崎
へ
の
海

岸
道
路
を
三
百
　
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
あ

る
。
 

　
石
祠
と
鳥
居
が
あ
る
だ
け
の
小
さ
な

社
だ
が
、
こ
こ

は
竜
神
が
鎮
座

す
る
波
津
城
瀬

の
遥
拝
所
で
も

あ
る
。
 

　
地
元
の
人
々

は
波
津
城
さ
ん

と
呼
ん
で
い

て
、
ひ
と
頃
ま

で
は
「
お
こ
も

り
」
も
あ
っ
て

い
た
。
い
ま
は

5
月
20
日
が
お

祭
で
あ
る
。
 

　
明
治
の
初
め

頃
ま
で
、
旱
魃
の
年
に
は
こ
の
波
津
城

宮
の
海
浜
で
、
神
伝
院
（
神
仏
混
淆
当

時
の
高
倉
宮
の
名
称
）
の
社
僧
に
よ
っ

て
「
袈
裟
流
し
」
と
称
す
る
雨
乞
い
祈

願
が
行
わ
れ
た
。
 

　
も
ち
ろ
ん
竜
神
へ
の
祈
　
で
あ
る
。
 

　
波
津
の
漁
業
は
、
い
ま
後
継
者
も
育

た
ず
不
振
が
つ
づ
い
て
い
る
。
第
一
次

産
業
の
荒
廃
は
、
亡
国
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
。
波
津
城
瀬
の
竜
神
に
功
徳
あ

ら
ば
、
い
ま
い
ち
ど
波
津
の
漁
業
が
蘇

る
よ
う
、
そ
の
霊
験
あ
ら
ん
こ
と
を
ひ

た
す
ら
に
祈
り
た
い
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
邦
一
 

龍
神
が
棲
む
波
津
成
瀬 

編
集
 

後
記
 

▼はじめまして！今年から岡垣町役場で働くことになりました、

竹森太陽(たけもりたかひろ)と申します。配属された課は地域づ

くり課で、なんと広報担当になりまして、これからは広報の毎

月10日号を作ることになりましたので、どうぞよろしくお願い

します。出身は遠賀町で、去年まで大学に通っていた22歳の爽

やかな独身です。お祭りやイベントが大好きな私にとって、希

望に胸がふくらむ課であり、その中でみなさんとふれあいなが

ら岡垣町のことを学習していこうと考えています。まだまだ慣

れないことばかりで頭がパンクしそうな毎日ですが、一刻も早

く一人前の職員になれるように気合を入れてがんばります！もし、

イベントなどで広報の取材をしている私を見かけたら、気軽に

声をかけてください！　　　　　　　　　　　　　　　　(竹森) 

 

▼少しでも読みやすい広報紙を目指して１年１０か月間がんば

ってきましたが、このたび人事異動で担当を変わることになり

ました。お世話になったみなさん、本当にありがとうございま

した。これからは、まつりや統計などを担当する商工観光係の

一員となりますが、今までと変わらず一生懸命に努力してがん

ばりたいと思います。みなさん本当にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三浦） 

▼山田小学校の入学式の取材で、新一年生の明るい笑顔を見る

ことができました。これから始まる小学校生活に希望がいっぱい！

という感じがとても伝わってきました。役場にも新人が入り、

竹森君が広報担当になりました。今の新鮮な気持ちを大切にし

てがんばってほしいものです。私自身も初心を忘れずにしてい

きたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　（村上） 

岡
垣
の
史
話
こ
ぼ
れ
ば
な
し（
2
） 

遙に瀬を望む波津城神社遙に瀬を望む波津城神社 遙に瀬を望む波津城神社 

ひ 
動 

と き 
の 

（３月末） 

人口……31,114（－124） 

世帯数…11,108（－18） 

まちの広さ……………48.51km
2

　　　そのうち134人は外国人 

女性…………　　16,401人（－59） 

男性…………　　14,713人（－65） 

 

 

出生…23人　　  死亡…19人 

転入…166人　　転出…294人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　３月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

2月 

5 12 1918

0 0 00

0 3 40

6 15 2426

今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

2月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数99件 
搬送人員94件 

出火件数　２件 
り災件数　０世帯 

救

急
 

火

災
 

遠賀郡消防本部 
　 293-3921

キ 
　ロ 
メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

キ 
　ロ 
メ
ー 

ト
ル 

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 
お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 
お
待
ち
し
て
ま
す
。 

　そのうち46世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

卒業　岡垣東中学校 
　　　戸切小学校 
入学　山田小学校 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
 

岡垣東中学校 

戸切小学校 

山
田
小
学
校 




